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中
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に
於
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北
魏
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究
に
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い
て

春　

本　

秀　

雄

一　

叙

北
魏
の
法
難
は
都
合
三
回
あ
っ
た
。〈（
１
）
太
延
四
年
（
四
三
八
）
…
…
太
武
帝
が
五
十
歳
以
下
の
沙
門
の
還
俗
を
命
じ
た
。（『
魏
書
』
巻
四
上
、世
祖
紀
第
四
上
・『
資
治
通
鑑
』

巻
一
百
二
十
三
、宋
紀
五
、文
帝
元
嘉
十
五
年
（
四
三
八
））、（
２
）
太
平
真
君
五
年
（
四
四
四
）
…
…
太
武
帝
が
沙
門
・
師
巫
（
巫
覡
）
の
妖
怪
の
言
を
禁
じ
、更
に
沙
門
・
師
巫
（
巫

覡
）
の
私
養
を
禁
じ
た
。（『
魏
書
』
巻
四
下
、
世
祖
紀
第
四
下
・『
資
治
通
鑑
』
巻
一
百
二
十
四
、
宋
紀
六
、
文
帝
元
嘉
二
十
一
年
（
四
四
四
）） 

、（
３
）
太
平
真
君
七
年
（
四
四
六
）

…
…
太
武
帝
が
堂
塔
伽
藍
を
悉
く
破
却
し
て
仏
図
及
び
胡
経
を
み
な
撃
破
焚
焼
す
べ
き
こ
と
、
及
び
沙
門
は
少
長
と
な
く
悉
く
生
き
埋
め
に
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。（『
魏
書
』

巻
百
十
四
、
釈
老
志
、
太
平
真
君
七
年
三
月
・『
資
治
通
鑑
』
巻
一
百
二
十
四
、
宋
紀
六
、
文
帝
元
嘉
二
十
三
年
（
四
四
六
））・『
高
僧
伝
』
巻
十
曇
始
伝
（
大
正
五
十
・
三
九
二
中
）〉、

の
三
回
で
あ
る
。
こ
の
廃
仏
に
つ
い
て
の
拙
論
に「
北
魏
の
図
讖
禁
絶―
特
に
太
武
帝
時
に
つ
い
て―

」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』第
九
十
二
輯
二
〇
〇
七
年（
平
成
十
九
年
）三
月
）

が
あ
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
北
魏
法
難
の
原
因
、
理
由
に
つ
い
て
の
従
来
の
定
説
と
は
異
な
る
、
新
説
で
あ
る
春
本
説
の
提
示
を
し
て
そ
の
比
較
検
討
を
し
た
。
更
に
、
春
本
説

と
従
来
の
定
説
、
諸
説
と
の
相
違
を
詳
細
に
明
確
に
し
て
、
そ
の
妥
当
性
を
論
じ
、
春
本
説
を
定
説
化
す
る
段
階
が
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
拙
論
に
「
北
魏
法
難
の
実

態
解
明
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
十
四
輯
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
三
月
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
論
者
が
こ
れ
ま
で
に
未
聞
未
見
だ
っ
た
諸
研

究
文
献
資
料
を
も
と
に
、
新
説
で
あ
る
春
本
説（

（
（

を
明
確
に
し
て
そ
の
説
の
妥
当
性
を
論
じ
た
。

し
か
し
、
こ
の
拙
論
に
於
い
て
、
近
年
の
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
論
文
で
あ
る
〈
①
向
燕
南
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
考
辨
」（《
北
京
师
范
大
学
学
报
（
社
会
科
学

版
）》
一
九
九
四
年
第
二
期
）　

②
栾
贵
川
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
新
论
」（《
中
国
史
研
究
》
一
九
九
七
年
第
二
期
）　

③
孙
晓
莹
「
浅
析
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
」（《
当
代
宗

教
研
究
》
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
）　

④
张
箭
「
论
导
致
北
魏
灭
佛
的
直
接
原
因
暨
罪
证
」（《
西
南
民
族
学
院
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》
二
〇
〇
〇
年
第
十
二
期
）　

⑤
李
春
祥
「
北

魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
」（《
通
化
师
范
学
院
学
报
》
二
〇
〇
一
年
第
二
十
二
卷
第
三
期
）　　

⑥
劉
淑
芬
「
從
民
族
史
的
角
度
看
太
武
滅
佛
」（《
中
央
研
究
院
歷
史
语
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言
研
究
所
集
刊
》
二
〇
〇
一
年
三
月
）　

⑦
李
玉
芳
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
浅
析
」（《
宜
宾
学
院
学
报
》
二
〇
〇
四
年
第
四
卷
第
一
期
）　

⑧
王
勇
「
太
武
帝
大
规
模
〝
灭
法
〟

原
因
初
探
」（《
燕
北
师
范
学
院
学
报
》
二
〇
〇
四
年
第
四
期
）　

⑨
陈
燕
「
北
魏
太
武
帝
崇
道
抑
佛
的
回
顾
与
反
思
」（《
云
南
民
族
大
学
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》
二
〇
〇
五

年
第
四
期
）　

⑩
王
勇
「
北
魏
前
期
佛
教
文
化
初
探
」（《
晋
中
学
院
学
报
》
二
〇
〇
五
年
第
二
期
）　

⑪
肖
黎
「
论
北
朝
的
两
次
灭
佛
斗
争
」（《
河
北
学
刊
》
一
九
九
二
年
第
一
期
）

　

⑫
施
光
明
「
北
朝
的
寺
院
经
济
和
反
佛
浪
潮
」（《
浙
江
学
刊
》
一
九
九
三
年
第
一
期
）　

⑬
吴
平
「
北
朝
的
兴
佛
与
灭
佛
」（《
华
夏
文
化
》
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
）　

⑭
韩
毅
「
对

〝
三
武
废
佛
〟
与
佛
教
寺
院
地
主
所
有
制
经
济
发
展
道
路
问
题
的
几
点
思
考
」（《
天
水
师
院
学
报
》
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
）　

⑮
张
箭
「
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
」（
四
川
大
学
博
士

论
文　

二
〇
〇
一
年
）　

⑯
理
净
「〝
三
武
一
宗
〟
法
难
引
起
的
反
思
」（《
五
台
山
研
究
》
二
〇
〇
四
年
第
三
期
）　

⑰
袁
文
良
「
中
国
历
史
上
的
『
三
武
灭
佛
』
事
件
」（《
文
史

天
地
》
二
〇
〇
七
年
第
八
期
）〉
に
つ
い
て
の
概
ね
の
分
類
は
し
た
も
の
の
、
未
だ
に
詳
細
な
論
考
は
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る（

（
（

。

従
っ
て
、
こ
こ
に
未
だ
に
着
手
し
て
い
な
い
近
年
の
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論
考
を
し
て
、
従
来
の
拙
論
に
於
け
る
中
国
の
北
魏
法
難
の
研
究

と
併
せ
て
総
括
を
行
い
、
こ
れ
等
の
中
国
の
諸
説
と
新
説
で
あ
る
春
本
説
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
そ
の
説
の
妥
当
性
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

二　

こ
れ
ま
で
の
経
緯

論
者
に
は
「
北
魏
法
難
の
研
究
」
に
つ
い
て
の
多
く
の
論
考
が
あ
る（

（
（

。
こ
れ
等
の
拙
論
の
立
説
形
成
に
用
い
た
日
本
、
中
国
の
諸
研
究
論
文
等
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
日
本
）

①
久
保
田
量
遠
著
『
支
那
儒
道
仏
三
教
史
論
』（
東
方
書
院　

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
））

②
塚
本
善
隆
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
毀
釈
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
一―
四　

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
））

③
塚
本
善
隆
「
中
国
の
仏
教
迫
害
（
三
武
一
宗
の
廃
仏
）」（『
講
座
仏
教
Ⅳ
中
国
仏
教
』
大
蔵
出
版
株
式
会
社　

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三
年
））

④
横
超
慧
日
「
北
魏
仏
教
の
基
本
的
課
題
」（
横
超
慧
日
編
『
北
魏
仏
教
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店　

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
十
五
年
））

⑤
安
居
香
山「
漢
魏
六
朝
時
代
に
お
け
る
図
讖
と
仏
教―

―

特
に
僧
伝
を
中
心
と
し
て―

―
｣

（
安
居
香
山
・
中
村
璋
八
著『
緯
書
の
基
礎
的
研
究
』国
書
刊
行
会　

一
九
七
六
年（
昭

和
五
十
一
年
））

⑥
佐
藤
智
水
「
北
魏
廃
仏
論
序
説
」（『
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
史
学
篇
』
三
十
九　

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
十
四
年
））

⑦
鎌
田
茂
雄
著
『
中
国
仏
教
史
』
第
三
巻
（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
十
九
年
）　

第
四
章　

北
魏
の
仏
教　

第
二
節　

北
魏
の
仏
教
）

⑧
松
丸
道
雄
他
編
『
世
界
歴
体
系　

中
国
史　

三
国
～
唐　

２
』（
山
川
出
版
社　

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）　

第
三
章　

南
北
朝　

２　

北
朝
の
政
治
（
窪
添
慶
文
））
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⑨
串
田
久
治
著
『
中
国
古
代
の
「
謠
」
と
「
予
言
」』（
創
文
社　

一
九
九
九
年
（
平
成
十
一
年
））

⑩
野
上
俊
静
・
小
川
貫
弌
・
牧
田
諦
亮
・
野
村
耀
昌
・
佐
藤
達
玄
著
『
仏
教
史
概
説　

中
国
篇
』（
平
楽
寺
書
店　

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
十
三
年
）　

第
四
章
南
北
朝
の
仏
教―

教
団
の
発
展
と
儒
道
二
教―

９　

北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
）

⑪
平
川
彰
著
『
イ
ン
ド　

中
国　

日
本　

仏
教
通
史
』（
春
秋
社　

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
十
二
年
）
五
月　

第
三
章
中
国
仏
教　

二　

羅
什
及
び
南
北
朝
の
仏
教　

国
家
と
仏
教
）

⑫
藤
善
眞
澄
著
『
隋
唐
時
代
の
仏
教
と
社
会　

弾
圧
の
狭
間
に
て
』（
白
帝
社　

二
〇
〇
四
年
（
平
成
五
年
）
十
月
一
日
白
帝
社
ア
ジ
ア
史
選
書
〇
〇
五
）　

（
中
国
）

①
杜
士
鉾
主
編
『
北
魏
史
』（
山
西
高
校
聯
合
出
版
社　

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）　
（
楊
国
勇
））

②
任
継
愈
主
編
『
定
本　

中
国
仏
教
史
Ⅲ
』（
柏
書
房　

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
））

③
鄺
利
安
編
著
『
魏
晋
南
北
朝
史
研
究
論
文
書
目
引
得
』（
台
湾
中
華
書
局
印
行
、
中
華
民
国
七
四
年
九
月
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
））

④
呂
宗
力
（
訳　

李
雲
・
中
村
敞
子
）「
両
晋
南
北
朝
よ
り
隋
に
至
る
図
讖
を
禁
絶
す
る
歴
史
の
真
相
」（『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
』
汲
古
書
院　

一
九
九
六
年
（
平

成
八
年
））

以
上
の
諸
研
究
論
文
等
を
も
と
に
こ
れ
ま
で
に
論
考
を
重
ね
て
来
た
。

し
か
し
、
先
に
「
北
魏
法
難
の
実
態
解
明
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
十
四
輯
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
三
月
）
の
註

（3）
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

平
成
二
十
年
四
月
二
十
五
日
（
金
）
六
時
限
目
の
論
者
担
当
の
「
東
洋
文
献
講
読
Ｂ
‐
１
」
の
講
義
の
時
に
北
京
大
学
か
ら
の
留
学
生
の
孟
慶
楠
（
大
正
大
学
文
学
部
歴

史
文
化
学
科　

短
期
（
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
年
八
月
）
留
学
生　

０
７
０
９
０
１
１
…
…
北
京
大
学
哲
学
研
究
科
中
国
哲
学
修
士
課
程
二
年
）
に
、
北
魏
の
廃

仏
に
つ
い
て
の
近
年
の
中
国
の
論
文
が
あ
れ
ば
紹
介
し
て
欲
し
い
旨
告
げ
た
。
孟
慶
楠
は
平
成
二
十
年
五
月
九
日
（
金
）
に
北
京
大
学
図
書
館
で
論
文
検
索
し
た
ペ
イ
パ
ー

を
持
っ
て
来
た
。
そ
の
論
文
名
の
一
部
を
、
本
論
考
「
四　

春
本
説
と
中
国
の
説　
（
二
）
中
国
の
説
」
に
掲
げ
た
。
こ
こ
に
掲
げ
た
論
文
名
の
ほ
と
ん
ど
の
論
文
を
孟
慶

楠
は
論
者
に
提
供
し
た（

（
（

。
こ
こ
に
感
謝
す
る
。
次
号
の
（
平
成
二
十
二
年
三
月
『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
十
五
輯
）
に
於
い
て
、「（
仮
題
）
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難

の
研
究
」
と
題
し
て
孟
慶
楠
の
提
示
し
た
論
文
に
つ
い
て
詳
考
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
論
考
の
提
出
当
初
の
原
稿
に
は
既
に
孟
慶
楠
が
提
示
提
供
し
た
論
者
に
と
っ
て
平
成

二
十
年
四
月
以
前
に
未
聞
未
見
で
あ
っ
た
近
年
の
中
国
の
論
文
に
つ
い
て
の
論
考
原
稿
が
（
一
部
分
）
存
在
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
本
論
考
所
載
の
規
定
に
よ
る
紙
幅

の
制
限
に
よ
り
、
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
次
号
掲
載
予
定
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
事
を
こ
こ
に
記
し
て
お
く（

（
（

。

以
上
の
よ
う
に
今
回
は
、
孟
慶
楠
の
紹
介
し
た
資
料
に
つ
い
て
の
詳
細
な
論
考
を
本
拙
論
に
於
い
て
試
み
、
論
者
の
新
説
と
の
比
較
検
討
を
し
て
そ
の
諸
説
の
妥
当
性
を
論
じ
、



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
五
輯

�

「
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て
」
の
総
括
を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三　

孟
慶
楠
の
紹
介
し
た
資
料
に
つ
い
て

北
京
大
學
か
ら
の
大
正
大
学
留
学
生
で
あ
る
孟
慶
楠
が
紹
介
し
た
、
論
者
に
と
っ
て
平
成
二
十
年
四
月
以
前
に
は
未
聞
未
見
で
あ
っ
た
、
北
魏
法
難
に
つ
い
て
の
近
年
の
中
国

の
論
文
は
本
論
考
「
一　

叙
」
に
於
い
て
既
に
取
り
上
げ
た
①
か
ら
⑰
の
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
論
文
の
主
張
、
説
を
要
約
し
て
、
適
宜
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加
え
る
と
次
の
如

く
で
あ
る
。

①
向
燕
南
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
考
辨
」（《
北
京
师
范
大
学
学
报
（
社
会
科
学
版
）》
一
九
九
四
年
第
二
期
）　

従
来
の
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
の
原
因
を
「
一
是
佛
道
之
争
说
」・「
二
是
经
济
原
因
说
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
等
の
従
来
の
両
説
を
「
笔
者
认
为
两
种
观
点
都
有

不
妥
之
处
、
都
忽
略
了
灭
佛
前
北
魏
的
政
治
史
实
与
灭
佛
事
件
的
联
系
、
没
有
注
意
到
太
武
时
期
两
次
灭
佛
的
不
同
原
因
。」
と
し
て
、
妥
当
で
な
い
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

廃
仏
の
前
の
北
魏
の
政
治
史
実
と
廃
仏
事
件
の
関
係
を
見
落
と
し
て
い
て
、
更
に
、
太
武
帝
の
時
の
二
回
の
廃
仏
の
同
一
で
は
な
い
原
因
を
見
落
と
し
て
い
る
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、「
从
前
面
的
考
证
可
以
得
知
、
太
武
时
期
共
有
两
次
灭
佛
。
引
起
两
次
灭
佛
的
原
因
不
同
。（
以
上
の
考
証
に
よ
り
知
り
得
る
こ
と
は
、
太
武
帝
の
時
期
に

二
回
の
廃
仏
が
あ
っ
た
。
引
き
起
こ
さ
れ
た
二
回
の
廃
仏
の
原
因
は
同
一
で
は
な
い
。）
第
一
次
是
在
太
平
真
君
五
年
（
四
四
四
年
）。
这
次
灭
佛
的
特
点
是
巫
、
道
、
佛
均
禁

灭
。
其
原
因
是
其
涉
入
刘
洁
、
拓
跋
丕
等
人
的
反
太
武
政
变
。
这
次
政
变
是
拓
跋
魏
的
社
会
变
革
在
其
统
治
阶
级
内
部
的
反
映
。（
第
一
回
目
は
太
平
真
君
五
年
（
四
四
四
年
）

で
あ
る
。
こ
の
廃
仏
の
特
徴
は
「
巫
、
道
、
佛
」
が
等
し
く
禁
廃
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
刘
洁
、
拓
跋
丕
等
の
人
々
の
太
武
帝
に
反
す
る
政
変
と
か
か
わ
っ
て
い

る
。
こ
の
政
変
は
拓
跋
魏
の
社
会
変
革
が
そ
の
階
級
を
統
治
し
よ
う
と
す
る
内
部
の
反
映
で
あ
る
。） 

第
二
次
是
一
次
激
烈
的
灭
佛
运
动
、
发
生
在
太
平
真
君
七
年
（
四
四
六

年
）。
这
次
灭
佛
是
在
北
魏
境
内
民
族
矛
盾
十
分
尖
興
并
威
胁
到
北
魏
统
治
的
情
况
下
发
生
的
。
原
因
是
长
安
地
区
的
僧
侣
卷
入
盖
吴
领
导
的
反
魏
起
义
。（
第
二
回
目
は
一
つ

の
激
烈
な
廃
仏
運
動
で
あ
り
、
太
平
真
君
七
年
（
四
四
六
年
）
に
発
生
し
た
。
こ
の
廃
仏
は
北
魏
内
の
民
族
矛
盾
が
十
分
に
尖
鋭
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
北
魏
の
統
治

を
脅
か
す
状
況
の
下
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
因
は
長
安
地
区
の
僧
侶
の
蓋
呉
の
指
導
に
巻
き
込
ま
れ
た
魏
に
反
す
る
武
装
蜂
起
で
あ
る
。）
灭
佛
实
质
是
镇
压
民
族
起

义
的
副
产
品
。
太
武
时
期
的
两
次
灭
佛
的
时
间
如
此
之
近
、
且
刘
洁
、
拓
跋
丕
等
人
的
政
变
的
史
实
分
散
在
魏
书
的
各
传
中
、
不
易
察
觉
、
至
使
人
们
将
两
次
灭
佛
混
而
为
一
。

（
廃
仏
の
実
質
は
民
族
起
義
を
鎮
圧
す
る
副
産
品
で
あ
る
。
太
武
帝
の
時
期
の
二
回
の
廃
仏
の
時
期
は
接
近
し
て
お
り
、
且
つ
、
刘
洁
、
拓
跋
丕
等
の
人
々
の
政
変
の
史
実
は

『
魏
書
』
の
各
伝
の
中
に
分
散
さ
れ
て
お
り
発
見
し
に
く
く
、
人
々
に
二
回
の
廃
仏
を
混
一
さ
せ
（
本
来
別
々
の
も
の
を
同
一
の
も
の
と
さ
せ
）
た
。）」。
…
…
こ
の
よ
う
に
北

魏
太
武
帝
の
二
回
の
廃
仏
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
理
由
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
し
な
が
ら
も
、
二
回
の
廃
仏
の
実
質
は
民
族
起
義
を
鎮
圧
す
る
副
産
品
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
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し
、
向
燕
南
の
論
述
に
は
そ
の
民
族
起
義
と
廃
仏
が
何
故
結
び
つ
く
の
か
の
明
確
な
説
明
が
な
い
。
太
武
帝
が
民
族
起
義
を
鎮
圧
す
る
の
に
、
何
故
廃
仏
を
行
っ
た
の
か
、
そ

こ
の
と
こ
ろ
の
論
理
が
明
瞭
で
な
い
。
春
本
説
で
は
、
太
武
帝
は
『
宋
書
』
索
虜
伝
の
「
先
是
虜
中
謠
言
、「
滅
虜
者
呉
也
。」
燾
甚
悪
之
。
二
十
三
年
、
北
地
濾
水
蓋
呉
、
年

二
十
九
、
於
杏
城
天
台
挙
兵
反
虜
、
諸
戎
夷
普
並
響
応
、
有
衆
十
余
万
。
燾
聞
呉
反
悪
其
名
、
累
遣
軍
撃
之
輒
敗
。」
の
「
謠
言
」
を
封
じ
る
為
に
廃
仏
を
行
っ
た
の
で
あ
る

と
し
た
。
つ
ま
り
、
武
功
第
一
の
太
武
帝
に
と
っ
て
は
、
民
族
起
義
を
鎮
圧
す
る
為
に
、「
滅
虜
者
呉
也
（
虜
（
魏
）
を
滅
ぼ
す
も
の
は
呉
な
り
）。」
の
図
讖
に
類
す
る
謠
言

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
謠
言―

図
讖―

僧
侶―

仏
教
」
の
密
接
な
連
関
の
も
と
に
、
図
讖
禁
絶
と
連
携
し
て
廃
仏
は
行
わ
れ
た
と
し
た
の
で
あ

る
と
し
た
。
…
…
〈〔
１
〕
蓋
呉
の
反
乱
等
の
民
族
起
義
が
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な
い
勢
力
で
あ
っ
た
為
に
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

②
栾
贵
川
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
新
论
」（《
中
国
史
研
究
》
一
九
九
七
年
第
二
期
）　

こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
有
人
认
为
、盖
吴
起
兵
非
同
寻
常
、既
早
有〈
灭
魏
者
盖
〉谶
言
的
风
行
、又
有
十
余
万
众
摇
旗
呐
喊
、声
势
不
小
。若
使
盖
吴
在
关
中
站
稳
脚
跟
、

就
有
可
能
出
现
他
给
南
朝
宋
文
帝
求
援
表
中
所
说
的
、
对
北
魏
大
可
〈
覆
其
巢
窟
〉、〈
使
中
都
有
呜
鸾
之
响
、
荒
余
怀
来
苏
之
德
〉。
好
像
北
魏
政
权
的
生
死
存
亡
完
全
系
于

这
关
中
一
役
了
。
那
么
、
大
有
与
盖
吴
通
谋
之
嫌
的
长
安
寺
僧
及
其
同
类
全
国
沙
门
也
就
在
劫
难
逃
了
。（
蓋
呉
の
起
兵
は
尋
常
で
は
な
く
、
既
に
早
く
か
ら
「
魏
を
廃
す
る

者
は
蓋
で
あ
る
」
と
の
讖
言
が
風
行
し
て
お
り
、
ま
た
十
余
万
の
衆
が
旗
を
揺
る
が
し
て
鬨
の
声
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
声
の
勢
い
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
蓋
呉
が

関
中
に
し
っ
か
り
と
停
ま
れ
ば
、
蓋
呉
が
南
朝
宋
の
文
帝
の
求
援
の
表
中
の
说
く
と
こ
ろ
の
も
の
と
な
り
、
北
魏
に
対
し
て
大
い
に
「
そ
の
巢
窟
を
覆
し
」、「
関
中
の
全
て
に

霊
鳥
の
鳴
き
声
が
響
き
渡
る
よ
う
に
し
て
、
余
を
荒
ら
し
め
来
た
り
蘇
（
よ
み
が
え
）
る
の
徳
を
懐
か
し
む
」
状
況
と
な
っ
た
。
ま
る
で
北
魏
政
権
の
生
死
存
亡
は
完
全
に
こ

の
関
中
の
一
つ
の
役
（
蓋
呉
の
反
乱
）
に
係
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、
大
い
に
蓋
呉
と
通
謀
し
た
嫌
疑
あ
る
長
安
の
寺
僧
、
及
び
、
そ
の
全
国
の
沙
門
を
同
類
と
し
た
の

も
災
禍
で
あ
っ
て
逃
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。）」。
…
…
こ
の
よ
う
に
、
蓋
呉
の
起
兵
と
北
魏
政
権
の
生
死
存
亡
と
の
関
係
は
深
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
故
に
全
国
の
沙

門
を
同
類
と
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
蓋
呉
と
関
係
し
た
寺
院
、
僧
侶
は
廃
絶
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
関
係
の
な
い
全
国
の
沙
門
を
同
類
と
し
て
廃
絶
し
た
の

は
理
解
の
で
き
な
い
事
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
太
武
帝
は
寇
謙
之
の
仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
り
、
全
国
の
沙
門
を
同
類
と
し
た
完
膚

無
き
迄
の
廃
仏
を
太
武
帝
は
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
春
本
説
で
は
、
先
に
〈
①
向
燕
南
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
考
辨
」（《
北
京
师
范
大
学
学
报
（
社
会
科
学

版
）》一
九
九
四
年
第
二
期
）〉で
述
べ
た
如
く
考
え
る
。
…
…〈〔
１
〕蓋
呉
の
反
乱
等
の
民
族
起
義
が
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な
い
勢
力
で
あ
っ
た
為
に
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

③
孙
晓
莹
「
浅
析
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
」（《
当
代
宗
教
研
究
》
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
）　　

こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
是
〝
三
武
一
宗
〟
毀
佛
之
始
、
这
一
事
件
的
原
因
是
复
杂
的
、
本
文
试
图
从
政
治
、
经
济
、
思
想
等
方
面
对
太
武
帝
灭

佛
原
因
作
一
简
要
分
析
。」
と
あ
り
、「（
一
）
经
济
方
面
。
寺
院
经
济
的
形
成
和
急
剧
发
展
与
中
央
集
权
的
封
建
国
家
经
济
利
益
矛
盾
冲
突
的
结
果
、
这
是
太
武
帝
灭
佛
的
主

要
原
因
。」・「（
二
）
政
治
方
面
。
拥
有
雄
厚
经
济
实
力
的
寺
院
形
成
了
一
股
相
当
的
政
治
力
量
、
有
时
可
以
左
右
和
危
及
国
家
政
权
、
这
是
太
武
帝
灭
佛
的
重
要
原
因
。」・「（
三
）

思
想
方
面
。
儒
家
礼
教
对
异
端
的
排
斥
和
道
教
为
争
夺
宗
教
地
位
的
斗
争
、
是
导
致
太
武
帝
灭
佛
的
助
因
。」・「（
四
）
民
族
方
面
。
太
武
帝
认
为
佛
乃
胡
神
、
而
毁
灭
佛
教
改
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奉
中
华
土
生
土
长
的
道
教
就
可
以
表
示
认
同
华
夏
、
以
谋
求
和
汉
族
士
大
夫
的
合
作
、
从
而
有
利
于
统
治
。」
と
し
て
廃
仏
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。（
一
）
の
経
済
的
な
理
由

が
主
要
原
因
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
（
二
）
の
政
治
の
方
面
か
ら
の
原
因
が
重
要
な
原
因
と
し
て
い
る
。
更
に
、（
三
）
思
想
方
面
（
崔
浩
の
儒
教
と
仏
教
と
の
関

係
並
び
に
仏
道
二
教
の
対
立
）・（
四
）
民
族
方
面
（
中
華
思
想
と
統
治
の
関
係
）
か
ら
廃
仏
に
つ
い
て
捉
え
て
い
る
。
北
魏
の
廃
仏
の
原
因
は
複
雑
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
要

素
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
主
要
な
原
因
は
、
北
魏
社
会
に
於
い
て
仏
教
が
隆
盛
に
な
る
事
に
依
る
寺
院
・
僧
侶
の
経
済
的
な
圧
迫
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
（
一
）・（
二
）・（
三
）・（
四
）
の
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
春
本
説
で
は
、
北
魏
太
武
帝
は
仏
教
を
内
包
し
た
寇
謙
之
の
新
天
師
道
を
信
仰
し
た
道
教
君
主
で
あ
っ
た

の
で
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏
を
行
っ
て
は
い
け
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
…
…
〈〔
３
〕
僧
尼
の
増
加
等
に
よ
る
北
魏
社
会
経
済
へ
の
圧
迫
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

④
张
箭
「
论
导
致
北
魏
灭
佛
的
直
接
原
因
暨
罪
证
」《
西
南
民
族
学
院
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》
二
〇
〇
〇
年
第
十
二
期
。　

汤
用
彤
《
汉
魏
两
晋
南
北
朝
佛
教
史
》・
王
仲
荦
《
魏
晋
南
北
朝
史
》・
郭
朋
《
汉
魏
两
晋
南
北
朝
佛
教
》・
卿
希
泰
《
中
国
道
教
史
》・
任
继
愈
《
中
国
佛
教
史
》・
白
寿
彝
《
中

国
通
史
》
第
五
卷
《
三
国
两
晋
南
北
朝
时
期
》・
向
燕
南
《
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
考
辨
》・
栾
贵
川
《
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
新
论
》
の
諸
説
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
北
魏
の
廃
仏
を
引
き
起
こ
し
た
直
接
の
原
因
は
罪
証
（
犯
罪
の
証
拠
）
に
よ
る
事
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
在
长
安
一
佛
寺
中
发
现
搜
出

了
大
量
兵
器
、
酿
酒
具
、
财
物
、
淫
室
。
这
是
刺
激
太
武
帝
、
崔
浩
等
决
心
完
全
消
灭
佛
教
的
四
大
刺
激
物
、
也
是
使
得
灭
佛
理
由
充
分
的
四
大
罪
证
。（
長
安
の
一
寺
院
の

中
で
大
量
兵
器
、
酿
酒
具
、
财
物
、
淫
室
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
太
武
帝
、
崔
浩
等
を
刺
激
し
て
仏
教
を
完
全
消
廃
す
る
事
を
決
心
さ
せ
た
四
大
刺
激
物
で
あ
り
、
ま
た
、
廃

仏
に
至
る
に
十
分
な
四
つ
の
大
き
な
罪
証
（
犯
罪
の
証
拠
）
で
あ
る
。）」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
長
安
の
一
寺
院
が
蓋
呉
と
通
謀
し
て
大
量
兵
器
、
酿
酒
具
、
财
物
、
淫
室
の

四
大
罪
証
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
と
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
蓋
呉
と
通
謀
し
て
い
た
長
安
の
一
寺
院
は
壊
滅
し
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
太
武
帝
は
仏
教

を
内
包
し
た
寇
謙
之
の
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏
を
太
武
帝
は
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず

に
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏
が
行
わ
れ
た
の
は
、
長
安
の
一
寺
院
が
蓋
呉
と
通
謀
し
て
大
量
兵
器
、
酿
酒
具
、
财
物
、
淫
室
の
四
大
罪
証
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
春
本
説
で
は
、
先
に
〈
①
向
燕
南
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
考
辨
」（《
北
京
师
范
大
学
学
报
（
社
会
科
学
版
）》
一
九
九
四
年
第
二
期
）〉
で
述
べ
た
如
く
考
え
る
。

…
…
〈〔
１
〕
蓋
呉
の
反
乱
等
の
民
族
起
義
が
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な
い
勢
力
で
あ
っ
た
為
に
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

⑤
李
春
祥
「
北
魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
」（《
通
化
师
范
学
院
学
报
》
二
〇
〇
一
年
第
二
十
二
卷
第
三
期
）　

こ
の
論
文
に
、「
…
…
太
武
帝
继
位
伊
始
、便
信
奉
佛
法
、礼
敬
沙
门
、只
是
后
来
在
道
士
寇
谦
之
和
司
徒
崔
浩
的
鼓
动
和
劝
说
下
、欲
求
〝
长
生
之
术 

〟、便
由
信
佛
转
而
信
道
、

推
崇
儒
教
。
…
…
」
と
あ
る
。
北
魏
太
武
帝
は
道
士
寇
谦
之
や
司
徒
崔
浩
の
影
響
に
よ
り
仏
教
を
信
仰
す
る
の
で
は
無
く
て
、
道
教
を
信
仰
し
、
儒
教
を
尊
崇
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
廃
仏
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
廃
仏
の
原
因
を
儒
・
佛
・
道
の
三
教
の
思
想
的
な
対
立
構
造
の
中
に
そ
の
原

因
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
北
魏
太
武
帝
が
仏
教
を
内
包
し
た
寇
謙
之
の
新
天
師
道
を
信
仰
し
た
道
教
君
主
で
あ
っ
た
こ
と
と
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏

が
何
故
行
わ
れ
た
か
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
考
に
欠
け
て
い
る
と
言
え
る
。
…
…
〈〔
２
〕
道
教
君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
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相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
る
。〉

⑥
劉
淑
芬
「
從
民
族
史
的
角
度
看
太
武
滅
佛
」（《
中
央
研
究
院
歷
史
语
言
研
究
所
集
刊
》
二
〇
〇
一
年
三
月
）　

こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
由
於
太
武
滅
佛
的
引
爆
點
是
公
元
四
四
五
年
杏
城
盧
水
胡
人
蓋
呉
的
反
叛
、
不
過
、
學
者
都
沒
有
特
別
注
意
到
在
陝
西
起
兵
的
蓋
呉
是
盧

水
胡
人
、
而
盧
水
胡
人
是
篤
信
佛
教
的
、
並
且
從
這
個
角
度
來
探
討
蓋
呉
反
叛
和
滅
佛
的
關
連
。
從
五
世
紀
初
以
來
、
北
魏
和
盧
水
胡
政
權
的
北
涼
有
相
當
的
互
動
關
係
、
並

且
在
公
元
四
三
九
年
攻
下
北
涼
的
都
城
姑
藏
、
把
北
涼
王
室
和
臣
民
三
萬
餘
家
遷
到
平
城
。
不
過
、 

北
涼
國
主
的
兩
個
弟
弟
郤
遠
走
高
昌
、
在
那
裡
延
續
北
涼
的
政
權
、
而
被

遷
到
平
城
的
王
室
成
員
也
有
人
起
來
反
叛
。
此
外
、
從
五
世
紀
以
來
盧
水
胡
人
或
是
直
接
、
或
是
間
接
悾
制
著
北
魏
和
南
朝
通
往
西
域
的
道
路
。
以
上
各
項
因
素
的
盤
結
交
錯
、

終
於
促
成
了
太
武
帝
的
滅
佛
。（
太
武
帝
の
滅
仏
の
引
き
金
は
四
四
五
年
杏
城
盧
水
の
胡
人
蓋
呉
の
反
乱
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
学
者
は
陝
西
に
起
兵
し
た
蓋
呉

が
盧
水
の
胡
人
で
あ
り
、
盧
水
の
胡
人
は
仏
教
を
篤
く
信
仰
し
て
お
り
、
並
び
に
こ
の
角
度
か
ら
蓋
呉
の
反
乱
と
滅
仏
の
関
係
を
探
究
す
る
事
に
特
別
な
注
意
を
し
て
い
な
い
。

五
世
紀
の
初
め
以
來
、
北
魏
と
盧
水
の
胡
政
權
の
北
涼
と
に
相
當
な
互
動
関
係
が
あ
り
、
並
び
に
四
三
九
年
に
北
涼
の
都
城
で
あ
る
姑
藏
を
攻
め
下
し
た
。
北
涼
王
室
と
臣
民

の
三
万
余
家
は
平
城
に
遷
り
到
っ
た
。
し
か
し
、
北
涼
国
主
の
二
人
の
弟
達
は
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
、
そ
の
う
ち
に
北
涼
の
政
権
を
延
続
し
、
平
城
に
遷
り
至
っ
た
王
室
の

人
々
に
も
反
乱
を
な
す
者
が
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
五
世
紀
以
來
の
盧
水
の
胡
人
が
直
接
に
間
接
に
北
魏
と
南
朝
と
の
西
域
に
通
往
す
る
道
路
を
悾
制
し
た
。
以
上
の
各
項
の

因
素
の
盤
結
が
交
錯
し
て
、
遂
に
太
武
帝
の
滅
佛
が
促
成
さ
れ
た
。）」。
…
…
蓋
呉
は
盧
水
の
胡
人
で
あ
り
、
盧
水
の
胡
人
は
仏
教
を
篤
く
信
仰
し
て
い
る
。
こ
の
角
度
か
ら

の
蓋
呉
の
反
乱
と
滅
仏
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
あ
る
。
蓋
呉
の
仏
教
信
仰
が
篤
い
事
と
、
太
武
帝
の
廃
仏
と
の
関
係
は
無
い
と
は
言
え
な
い
が
、
し
か
し
、
太
武
帝
は
仏
教

を
内
包
し
た
寇
謙
之
の
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏
を
太
武
帝
は
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
蓋
呉
の
反
乱
を
悪
と

し
て
蓋
呉
を
徹
底
的
に
叩
く
事
は
当
然
の
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
仏
教
を
内
包
し
た
寇
謙
之
の
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
太
武
帝
は
完
膚
無
き
迄
の

廃
仏
を
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
蓋
呉
の
仏
教
信
仰
が
篤
い
為
に
太
武
帝
は
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏
を
し
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
や
は
り
、
太
武
帝

は
『
宋
書
』
索
虜
伝
の
「
先
是
虜
中
謠
言
、「
滅
虜
者
呉
也
。」
燾
甚
悪
之
。
二
十
三
年
、
北
地
濾
水
蓋
呉
、
年
二
十
九
、
於
杏
城
天
台
挙
兵
反
虜
、
諸
戎
夷
普
並
響
応
、
有
衆

十
余
万
。
燾
聞
呉
反
悪
其
名
、
累
遣
軍
撃
之
輒
敗
。」
の
「
謠
言
」
を
封
じ
る
為
に
廃
仏
が
行
わ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
功
第
一
の
太
武
帝
に
と
っ

て
は
、民
族
起
義
を
鎮
圧
す
る
為
に
、「
滅
虜
者
呉
也
（
虜
（
魏
）
を
滅
ぼ
す
も
の
は
呉
な
り
）。」
の
図
讖
に
類
す
る
謠
言
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
謠

言―

図
讖―

僧
侶―

仏
教
」
の
密
接
な
連
関
の
も
と
に
、
図
讖
禁
絶
と
連
携
し
て
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
正
鵠
を
得
て
い
る

と
考
え
る
。
…
…
〈〔
１
〕
蓋
呉
の
反
乱
等
の
民
族
起
義
が
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な
い
勢
力
で
あ
っ
た
為
に
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

⑦
李
玉
芳
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
浅
析
」（《
宜
宾
学
院
学
报
》
二
〇
〇
四
年
第
四
卷
第
一
期
）　

こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
北
魏
太
武
帝
拓
跋
餡
灭
佛
是
中
国
古
代
史
上〈
三
武
一
宗
〉 

灭
佛
的
第
一
次
。此
次
法
难
主
要
是
由
于
佛
教
与
儒
、道
二
教
之
间
的
矛
盾
冲
突
、

佛
教
自
身
的
腐
化
堕
落
以
及
佛
教
与
主
权
之
间
的
矛
盾
冲
突
而
引
起
的
。（
北
魏
太
武
帝
、拓
跋
餡
の
廃
仏
は
中
国
古
代
史
上
〈
三
武
一
宗
〉
の
廃
仏
の
第
一
回
目
に
相
当
す
る
。
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こ
の
法
難
の
主
要
は
仏
教
と
儒
、道
の
二
教
間
と
の
矛
盾
の
衝
突
、佛
教
自
身
の
腐
化
堕
落
が
佛
教
と
主
権
の
間
の
矛
盾
の
衝
突
に
及
び
、引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。）」。

…
…
太
武
帝
は
道
教
君
主
で
あ
り
、
仏
教
君
主
で
は
無
か
っ
た
。
太
武
帝
の
側
近
の
崔
浩
は
儒
者
で
あ
り
、
仏
教
を
善
し
と
し
な
い
。
従
っ
て
、
仏
教
廃
棄
の
方
向
性
に
な
る

こ
と
は
当
然
の
理
で
あ
る
。
し
か
し
、「
佛
教
与
儒
、
道
二
教
之
间
的
矛
盾
冲
突
」
が
廃
仏
の
一
つ
の
理
由
に
は
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
全
て
で
は
な
い
。
李
玉
芳
の
考
察
で
は

寇
謙
之
の
新
天
師
道
が
仏
教
を
内
包
し
た
も
の
で
あ
る
事
に
論
が
及
ん
で
い
な
い
。
…
…〈〔
２
〕道
教
君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、

宰
相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
る
。〉

⑧
王
勇
「
太
武
帝
大
规
模
〝
灭
法
〟
原
因
初
探
」（《
燕
北
师
范
学
院
学
报
》
二
〇
〇
四
年
第
四
期
）　

章
立
て
は
次
の
如
く
で
あ
る
。〈
一
、
太
武
帝
抑
佛
兴
道
的
立
场
深
受
崔
浩
的
影
响
〉・〈
二
、
崔
浩
之
反
佛
同
时
也
体
现
了
胡
汉
冲
突
〉・〈
三
、
寺
院
经
济
膨
帐
对
北
魏
政

权
的
影
响
〉
以
上
で
あ
る
。
論
題
の
「
太
武
帝
大
规
模
〈
灭
佛
〉
原
因
初
探
」
の
如
く
原
因
初
探
で
あ
っ
て
、
従
来
の
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
〈〔
２
〕
道
教

君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対
立
と
捉
え

る
。〉・〈〔
３
〕
僧
尼
の
増
加
等
に
よ
る
北
魏
社
会
経
済
へ
の
圧
迫
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

⑨
陈
燕
「
北
魏
太
武
帝
崇
道
抑
佛
的
回
顾
与
反
思
」（《
云
南
民
族
大
学
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》
二
〇
〇
五
年
第
四
期
）　

論
題
の
「
北
魏
太
武
帝
崇
道
抑
佛
的
回
顾
与
反
思
」
の
如
く
回
顾
と
反
思
（
改
め
て
考
え
る
）
で
あ
っ
て
、
従
来
の
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な

い
。
…
…
〈〔
２
〕
道
教
君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を

佛
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
る
。〉・〈〔
３
〕
僧
尼
の
増
加
等
に
よ
る
北
魏
社
会
経
済
へ
の
圧
迫
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

⑩
王
勇
「
北
魏
前
期
佛
教
文
化
初
探
」（《
晋
中
学
院
学
报
》
二
〇
〇
五
年
第
二
期
）

こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
总
之
、 

北
魏
道
武
帝
、明
元
帝
、太
武
帝
前
期
、佛
道
并
重
、佛
道
并
用
、佛
教
成
为
一
种
政
治
上
的
需
要
、随
着
北
魏
社
会
封
建
化
进
程
加
快
、 

佛
教
势
力
也
迅
速
发
展
。（
纏
め
る
と
、
北
魏
道
武
帝
、
明
元
帝
、
太
武
帝
前
期
は
仏
教
と
道
教
が
重
用
さ
れ
、
仏
教
は
政
治
上
の
需
要
を
な
し
、
北
魏
社
会
の
封
建
化
に
加

速
さ
せ
得
る
も
の
と
な
り
、
仏
教
勢
力
も
迅
速
に
発
展
し
た
。）」。
…
…
北
魏
道
武
帝
、
明
元
帝
、
太
武
帝
前
期
（
廃
仏
の
行
わ
れ
る
以
前
）
の
仏
教
勢
力
に
つ
い
て
述
べ
て

あ
る
。
…
…
〈〔
４
〕
北
魏
の
廃
仏
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
。〉　

⑪
肖
黎
「
论
北
朝
的
两
次
灭
佛
斗
争
」（《
河
北
学
刊
》
一
九
九
二
年
第
一
期
）　

こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
…
…
在
北
魏
太
武
帝
统
治
下
、
有
的
地
区
也
是
〈
村
坞
相
属
、
多
有
塔
寺
〉、〈
象
教
弥
增
、
沙
门
众
多
〉。 

北
魏
太
武
帝
灭
佛
的
原
因
、

主
要
是
出
于
政
治
上
的
动
机
。
…
…
所
以
、
那
种
简
单
地
把
这
次
灭
佛
斗
争
归
结
为
佛
道
之
争
的
见
解
、
显
然
是
肤
浅
的
。（
北
魏
太
武
帝
の
統
治
下
に
あ
っ
て
、
あ
る
地
域

も
ま
た
「
村
に
相
属
す
る
、
多
く
に
塔
寺
が
あ
り
」、「
教
え
が
広
ま
り
、
沙
門
多
し
」。
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
の
原
因
は
、
主
に
は
政
治
上
の
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
…

従
っ
て
、
簡
単
に
こ
の
廃
仏
闘
争
の
帰
結
が
佛
道
の
争
い
と
な
る
帰
結
の
見
解
は
、
明
ら
か
に
皮
相
的
で
あ
る
。）」。
…
…
こ
の
よ
う
に
、
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
の
原
因
は
、



中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て

�

主
に
政
治
上
の
動
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
…
…
〈〔
２
〕
道
教
君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ

り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。〉　

⑫
施
光
明
「
北
朝
的
寺
院
经
济
和
反
佛
浪
潮
」（《
浙
江
学
刊
》
一
九
九
三
年
第
一
期
）

こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
拓
跋
餡
灭
佛
、
只
是
看
到
寺
院
经
济
的
发
展
〈
致
使
王
法
废
而
不
行
〉、
对
统
治
不
利
的
一
面
。（
拓
跋
餡
の
廃
仏
は
、
寺
院
経
済
の

発
展
が
王
法
を
廃
し
て
行
わ
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
統
治
に
対
し
て
、
不
利
な
一
面
を
持
つ
事
に
よ
る
。）」。
…
…
孝
文
帝
太
和
元
年
（
四
七
七
年
）、
尚
只
是
〈
四
方
诸
寺

六
千
四
百
七
十
八
、僧
尼
七
万
七
千
二
百
五
十
八
人
〉、到
北
魏
末
年
（
五
三
四
年
）、已
是
〈
僧
尼
大
众
二
百
万
矣
、其
寺
三
万
有
余
〉（『
魏
書
』
釈
老
志
。）
短
短
五
十
余
年
间
、

寺
院
增
加
五
倍
、 
僧
尼
增
加
二
十
五
倍
、
佛
教
对
国
计
民
生
的
破
坏
、
已
是
可
想
而
知
了
。
…
…
（
孝
文
帝
太
和
元
年
（
四
七
七
年
）
に
、
四
方
の
諸
寺
６
，
４
７
８
、
僧
尼

７
７
，
２
５
８
で
、
北
魏
末
年
（
五
三
四
年
）
に
は
寺
三
万
有
余
、
僧
尼
大
衆
二
百
万
と
高
々
五
十
余
年
間
で
寺
院
が
五
倍
、 

僧
尼
が
二
十
五
倍
に
増
加
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
仏
教
は
国
が
民
生
を
計
る
の
に
対
し
て
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
想
像
し
知
る
こ
と
が
で
き
る
。）」。
…
…
こ
の
よ
う
に
寺
院
経
済
が
廃
仏
を
招
く
一
因
と
し
た
。

…
…
〈〔
３
〕
僧
尼
の
増
加
等
に
よ
る
北
魏
社
会
経
済
へ
の
圧
迫
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

⑬
吴
平
「
北
朝
的
兴
佛
与
灭
佛
」（《
华
夏
文
化
》
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
）　

こ
の
論
文
に
次
の
如
く
あ
る
。「
魏
太
武
帝
既
然
接
受
了
道
教
、
崇
奉
汉
神
、
表
示
亲
汉
、
于
是
下
令
限
制
佛
教
。（
北
魏
太
武
帝
は
既
に
道
教
を
接
受
し
て
、
漢
神
（
天
）

を
崇
奉
し
、
漢
に
親
し
む
を
表
示
し
、
こ
こ
に
下
令
し
て
佛
教
を
制
限
し
た
。）」。
…
…
北
魏
の
廃
仏
の
原
因
を
仏
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
て
い
る
。
…
…
〈〔
２
〕
道
教
君
主

で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
る
。〉

⑭
韩
毅
「
对
〝
三
武
废
佛
〟
与
佛
教
寺
院
地
主
所
有
制
经
济
发
展
道
路
问
佳
的
几
点
思
考
」（《
天
水
师
院
学
报
》
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
）　

北
魏
の
僧
尼
は
二
，
０
０
０
，
０
０
０
人
、
国
家
の
人
口
は
二
三
，
０
０
０
，
０
０
０
人
、
そ
の
百
分
比
は
８
．
６
９
％
（『
文
献
通
考
・
戸
口
考
』）
で
あ
る
。
僧
尼
は
免
租

賦
の
特
徴
が
あ
る
。
…
…
そ
こ
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。
…
…
〈〔
３
〕
僧
尼
の
増
加
等
に
よ
る
北
魏
社
会
経
済
へ
の
圧
迫
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉

⑮
张
箭
「
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
」（
四
川
大
学
博
士
论
文　

二
〇
〇
一
年
）

〈
④
张
箭
「
论
导
致
北
魏
灭
佛
的
直
接
原
因
暨
罪
证
」（《
西
南
民
族
学
院
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》
二
〇
〇
〇
年
第
十
二
期
。）〉
に
続
い
て
〈
⑮
张
箭
「
三
武
一
宗
灭
佛
研

究
」（
四
川
大
学
博
士
论
文　

二
〇
〇
一
年
。）〉
が
あ
る
。　

こ
の
論
文
の
百
六
十
頁
に
、
参
考
文
献
と
し
て
「
春
本
秀
雄
：《
北
魏
太
武
帝
の
废
佛
に
つ
い
て
の
一
考
察
》，
日
本
《
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
》，
一
九
八
八
年

总
第
十
号
：
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
张
箭
博
士
が
ど
の
程
度
こ
の
拙
論
を
参
考
に
し
た
の
か
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
述
べ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。　
　

张
箭
博
士
の
こ
の
論
文
の
十
四
頁
に
、「
…
…
。
挟
图
谶
以
反
魏
的
僧
人
有
之
。
趁
盖
吴
起
义
之
机
、
与
义
军
通
谋
反
魏
的
僧
人
也
很
可
能
有
之
。
塚
本
善
隆
便
把
信
佛
反

魏
的
各
色
人
概
括
为
冠
名
曰
〝
佛
教
匪
〟（《
北
魏
の
佛
教
匪
》，《
塚
本
善
隆
著
作
集
》
第
二
卷
《
北
朝
佛
教
史
研
究
》，
第
１
８
１
页
。）
…
…
当
然
、
有
僧
人
、
佛
寺
反
魏
、



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
五
輯

一
〇

也
决
不
意
味
着
全
国
（
北
魏
）
的
僧
人
、
寺
院
都
反
魏
。（
…
…
図
讖
を
挾
蔵
し
魏
に
反
す
る
僧
侶
が
い
た
。
蓋
呉
の
起
義
の
機
会
に
乗
じ
て
、
義
軍
と
通
謀
し
て
魏
に
反
す

る
僧
侶
も
い
る
事
を
可
能
に
し
た
。
塚
本
善
隆
先
生
は
佛
教
を
信
じ
北
魏
に
反
す
る
各
人
々
を
お
お
ま
か
に　
〝
佛
教
匪
〟
と
名
づ
け
た
。（《
北
魏
の
佛
教
匪
》，《
塚
本
善
隆

著
作
集
》
第
二
卷
《
北
朝
佛
教
史
研
究
》，
第
１
８
１
页
。）
…
…
当
然
、
僧
侶
、
寺
院
は
魏
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
意
味
し
て
い
な
い
全
国
の
僧
侶
、
寺
院
も
全
て
魏
に
反

す
る
と
し
た
。）」
と
あ
る
。
図
讖
を
挾
蔵
し
魏
に
反
す
る
僧
侶
が
い
て
、
蓋
呉
の
起
義
の
機
会
に
乗
じ
て
、
義
軍
と
通
謀
し
て
魏
に
反
す
る
僧
侶
も
い
る
事
を
可
能
に
し
た
と

言
う
。
こ
の
张
箭
博
士
の
論
述
は
何
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
、
张
箭
博
士
は
明
確
に
述
べ
て
は
い
な
い
。
更
に
、
こ
の
张
箭
博
士
の
論
述
の
直
後
に
塚
本
善
隆
先
生
の
論

文
「
北
魏
の
佛
教
匪
」（《
塚
本
善
隆
著
作
集
》
第
二
卷
《
北
朝
佛
教
史
研
究
》，
第
１
８
１
页
。）
を
取
り
上
げ
て
张
箭
博
士
は
論
述
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
塚
本
善
隆
先
生
の

論
文
の
ど
こ
を
見
て
も
「
図
讖
を
挾
蔵
し
魏
に
反
す
る
僧
侶
が
い
て
、
蓋
呉
の
起
義
の
機
会
に
乗
じ
て
、
義
軍
と
通
謀
し
て
魏
に
反
す
る
僧
侶
も
い
る
事
を
可
能
に
し
た
と
言

う
。」
と
言
う
内
容
の
論
述
を
捜
し
出
す
事
は
で
き
な
い
。
続
け
て
「
…
…
当
然
、有
僧
人
、佛
寺
反
魏
、也
决
不
意
味
着
全
国
（
北
魏
）
的
僧
人
、寺
院
都
反
魏
。（
…
…
当
然
、

僧
侶
、
寺
院
は
魏
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
意
味
し
て
い
な
い
全
国
の
僧
侶
、
寺
院
も
全
て
魏
に
反
す
る
と
し
た
。）」
と
张
箭
博
士
は
論
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
に
张
箭

博
士
が
論
述
し
た
そ
の
根
拠
は
何
に
依
っ
て
い
る
の
か
。
张
箭
博
士
は
こ
れ
を
明
確
に
は
述
べ
て
は
い
な
い
。
…
…
鄙
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
〈
図
讖
〉
と
〈
僧
侶
〉
と
の
関
係

を
初
め
て
述
べ
た
の
は
、安
居
香
山「
漢
魏
六
朝
時
代
に
お
け
る
図
讖
と
仏
教―

―

特
に
僧
伝
を
中
心
と
し
て―

―
｣

（「
二　

図
讖
禁
絶
の
歴
史
」　

安
居
香
山
・
中
村
璋
八
著『
緯

書
の
基
礎
的
研
究
』　

国
書
刊
行
会　

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
十
一
年
））
で
あ
る
。
春
本
は
こ
の
安
居
香
山
先
生
の
論
文
を
踏
ま
え
て
、
张
箭
博
士
が
参
考
文
献
と
し
た
「
春

本
秀
雄
：《
北
魏
太
武
帝
の
废
佛
に
つ
い
て
の
一
考
察
》，
日
本
《
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
》，
一
九
八
八
年
总
第
十
号
：
」
に
於
い
て
〈
謠
言
（
蓋
呉
）〉
と
〈
廃
仏
〉

に
つ
い
て
論
じ
た
。
更
に
、
後
に
、
拙
論
「
北
魏
太
武
帝
の
図
讖
禁
絶
」（『
仏
教
論
叢
』
第
三
十
五
号 

一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）
九
月
十
日
）
に
於
い
て
〈
謠
言
（
蓋
呉
）〉

と
〈
図
讖
〉
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、更
に
拙
論
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
と
図
讖
禁
絶
に
つ
い
て
の
一
試
論
」（『
緯
学
研
究
論
叢
』
安
居
香
山
博
士
追
悼　

一
九
九
三
年
（
平

成
五
年
）
二
月
一
日
）
に
於
い
て
〈
謠
言
（
蓋
呉
）〉・〈
図
讖
〉・〈
僧
侶
〉・〈
廃
仏
〉・〈
図
讖
禁
絶
〉
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
。
张
箭
博
士
が
何
を
根
拠
に
〈
蓋
呉
〉・〈
図
讖
〉・

〈
僧
侶
〉
に
つ
い
て
論
じ
た
の
か
を
現
時
点
に
於
い
て
こ
こ
に
明
確
に
知
り
得
る
事
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
张
箭
博
士
は
拙
論
の
「
春
本
秀
雄
：《
北
魏
太
武
帝
の
废
佛
に
つ

い
て
の
一
考
察
》，日
本
《
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
》，一
九
八
八
年
总
第
十
号
：
」
を
そ
の
参
考
文
献
に
記
載
し
て
い
る
事
か
ら
、
张
箭
博
士
は
春
本
の
論
文
を
「
是
」

と
し
て
踏
ま
え
て
上
記
の
如
く
論
述
し
て
い
る
と
考
え
る
。

春
本
説
に
於
い
て
は
张
箭
博
士
の
こ
の
論
文
の
「
…
…
。
挟
图
谶
以
反
魏
的
僧
人
有
之
。
趁
盖
吴
起
义
之
机
、
与
义
军
通
谋
反
魏
的
僧
人
也
很
可
能
有
之
。
…
…
当
然
、
有

僧
人
、
佛
寺
反
魏
、
也
决
不
意
味
着
全
国
（
北
魏
）
的
僧
人
、
寺
院
都
反
魏
。（
…
…
図
讖
を
挾
蔵
し
魏
に
反
す
る
僧
侶
が
い
た
。
蓋
呉
の
起
義
の
機
会
に
乗
じ
て
、
義
軍
と

通
謀
し
て
魏
に
反
す
る
僧
侶
も
い
る
事
を
可
能
に
し
た
。
…
…
当
然
、
僧
侶
、
寺
院
は
魏
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
意
味
し
て
い
な
い
全
国
の
僧
侶
、
寺
院
も
全
て
魏
に
反
す

る
と
し
た
。）」
の
部
分
が
春
本
説
の
主
張
す
る
所
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
事
に
興
味
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
全
て
张
箭
博
士
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
述
で
あ
る
の
な
ら

ば
春
本
説
に
於
い
て
は
よ
り
興
味
を
覚
え
る
事
に
な
る
の
で
は
あ
る
が
、
张
箭
博
士
は
そ
の
論
文
に
於
い
て
詳
細
な
注
記
は
せ
ず
に
拙
論
を
参
考
文
献
と
し
て
記
載
し
て
い
る
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の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
論
者
は
张
箭
博
士
が
春
本
の
論
文
を
「
是
」
と
し
て
踏
ま
え
て
上
記
の
如
く
論
述
し
た
も
の
と
考
え
る
。

因
み
に
、呂
宗
力
博
士
は
〈
呂
宗
力
（
訳　

李
雲
・
中
村
敞
子
）「
両
晋
南
北
朝
よ
り
隋
に
至
る
図
讖
を
禁
絶
す
る
歴
史
の
真
相
」（『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
』

汲
古
書
院　

一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
））〉
に
於
い
て
は
、
注
の

（54）
に
「
春
本
秀
雄　
〝
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
と
図
讖
禁
絶
に
つ
い
て
の
一
試
論
〟、
中
村
璋
八
編
『
緯
学
研
究

論
叢
』（
東
京
：
平
河
出
版
社
、
一
九
九
三
）
二
九
九
至
三
二
四
頁
。」
と
注
記
し
て
、
論
述
し
て
い
る
。　

张
箭
博
士
に
は
こ
の
「
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
」（
四
川
大
学
博
士
论
文　

二
〇
〇
一
年
）
の
論
文
を
書
く
前
年
に
、「
论
导
致
北
魏
灭
佛
的
直
接
原
因
暨
罪
证
」（《
西
南
民
族

学
院
学
报（
哲
学
社
会
科
学
版
）》二
〇
〇
〇
年
第
十
二
期
。）の
論
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
今
回
の
本
論
考
当
章
に
於
い
て〈
④
张
箭「
论
导
致
北
魏
灭
佛
的
直
接
原
因
暨
罪
证
」（《
西

南
民
族
学
院
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》
二
〇
〇
〇
年
第
十
二
期
。）
と
し
て
既
に
そ
の
主
張
、
説
を
要
約
し
、
論
者
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。
张
箭
博
士
の
こ
の
論
文
の
説

と
同
様
に
こ
の
「
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
」（
四
川
大
学
博
士
论
文　

二
〇
〇
一
年
）
の
論
文
の
十
四
頁
に
次
の
如
く
あ
る
。「
在
这
种
严
重
的
形
势
下
（
应
该
说
这
种
形
势
主
要

是
盖
吴
起
义
造
成
的
）、
发
现
长
安
一
大
佛
寺
中
藏
有
大
量
兵
器
、
太
武
帝
等
自
然
怀
疑
沙
门
与
盖
吴
通
谋
反
魏
。
再
加
查
出
其
他
三
类
违
禁
品
、
罪
证
、
于
是
下
达
了
严
厉
、

残
酷
的
灭
佛
令
。（
こ
の
種
の
厳
重
な
形
勢
の
も
と
に
（
こ
の
種
の
形
勢
の
主
た
る
も
の
は
蓋
呉
の
起
義
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
）、
長
安
の
一
つ
の
大
寺
院

の
中
に
大
量
の
兵
器
を
蔵
す
る
の
を
発
見
し
た
、
太
武
帝
ら
は
自
然
に
沙
門
と
蓋
呉
が
通
謀
し
て
魏
に
反
す
る
を
疑
い
、
再
び
加
え
て
、
そ
の
他
の
三
種
類
の
禁
令
に
違
反
す

る
品
、
罪
証
を
査
出
し
、
こ
こ
に
、
厳
励
な
る
残
酷
な
廃
仏
令
を
下
達
し
た
。）」
で
あ
る
。
张
箭
博
士
が
も
と
も
と
考
え
て
い
た
北
魏
法
難
の
原
因
は
こ
れ
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
…
…
〈〔
１
〕
蓋
呉
の
反
乱
等
の
民
族
起
義
が
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な
い
勢
力
で
あ
っ
た
為
に
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉・〈〔
５
〕
春
本
説
を
「
是
」
と
し
て
踏
ま
え

て
論
じ
て
い
る
。〉

⑯
理
净
「〝
三
武
一
宗
〟
法
难
引
起
的
反
思
」（《
五
台
山
研
究
》
二
〇
〇
四
年
第
三
期
）

こ
の
論
文
の
「
二
、〈
三
武
一
宗
〉
法
难
的
原
由
」
に
、「
…
…
由
此
、
本
来
对
佛
教
教
并
未
〝
深
求
〟
的
太
武
帝
、
一
经
崔
浩
的
劝
说
、
便
由
〝
归
宗
佛
教
〟
而
转
信
道
了
。

…
…
倾
向
于
道
教
而
排
斥
佛
教
。（
此
れ
に
よ
り
、
本
来
仏
教
教
義
に
対
し
て
探
究
し
な
い
太
武
帝
は
崔
浩
の
勧
め
に
よ
っ
て
、
仏
教
か
ら
道
教
へ
の
帰
宗
を
転
じ
た
。
…
道

教
に
傾
向
し
て
仏
教
を
排
斥
し
た
。）」
と
あ
る
。
北
魏
の
廃
仏
の
原
因
を
仏
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
て
い
る
。
…
…
〈〔
２
〕
道
教
君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反

す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
る
。〉

⑰
袁
文
良
「
中
国
历
史
上
的
『
三
武
灭
佛
』
事
件
」（《
文
史
天
地
》
二
〇
〇
七
年
第
八
期
）　

従
来
の
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
そ
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
〈〔
２
〕
道
教
君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔

浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
る
。〉　

以
上
で
あ
る
。　

　



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
五
輯

一
二

四　

結

中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て
は
従
来
の
拙
論
の
立
説
形
成
に
用
い
た
資
料
、
並
び
に
、
孟
慶
楠
の
紹
介
し
た
資
料
に
よ
っ
て
略
そ
の
全
体
像
を
知
る
事
が
出
来

る
。
つ
ま
り
、

①
杜
士
鉾
主
編
『
北
魏
史
』（
山
西
高
校
聯
合
出
版
社　

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）　
（
楊
国
勇
））

②
任
継
愈
主
編
『
定
本　

中
国
仏
教
史
Ⅲ
』（
柏
書
房　

一
九
九
四
年
（
平
成
六
年
））

③
鄺
利
安
編
著
『
魏
晋
南
北
朝
史
研
究
論
文
書
目
引
得
』（
台
湾
中
華
書
局
印
行
、
中
華
民
国
七
四
年
九
月
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
十
年
））

④
呂
宗
力
（
訳　

李
雲
・
中
村
敞
子
）「
両
晋
南
北
朝
よ
り
隋
に
至
る
図
讖
を
禁
絶
す
る
歴
史
の
真
相
」（『
中
村
璋
八
博
士
古
稀
記
念
東
洋
学
論
集
』
汲
古
書
院　

一
九
九
六
年
（
平

成
八
年
））

⑤
向
燕
南
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
考
辨
」（《
北
京
师
范
大
学
学
报
（
社
会
科
学
版
）》
一
九
九
四
年
第
二
期
）　

栾
贵
川
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
新
论
」（《
中
国
史
研
究
》
一
九
九
七
年
第
二
期
）　

孙
晓
莹
「
浅
析
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
」（《
当
代
宗
教
研
究
》
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
）　

张
箭
「
论
导
致
北
魏
灭
佛
的
直
接
原
因
暨
罪
证
」（《
西
南
民
族
学
院
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》
二
〇
〇
〇
年
第
十
二
期
）　

⑨
李
春
祥
「
北
魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
」（《
通
化
师
范
学
院
学
报
》
二
〇
〇
一
年
第
二
十
二
卷
第
三
期
）　　

⑩
劉
淑
芬
「
從
民
族
史
的
角
度
看
太
武
滅
佛
」（《
中
央
研
究
院
歷
史
语
言
研
究
所
集
刊
》
二
〇
〇
一
年
三
月
）　

⑪
李
玉
芳
「
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
浅
析
」（《
宜
宾
学
院
学
报
》
二
〇
〇
四
年
第
四
卷
第
一
期
）　

⑫
王
勇
「
太
武
帝
大
规
模
〝
灭
法
〟
原
因
初
探
」（《
燕
北
师
范
学
院
学
报
》
二
〇
〇
四
年
第
四
期
）　

陈
燕
「
北
魏
太
武
帝
崇
道
抑
佛
的
回
顾
与
反
思
」（《
云
南
民
族
大
学
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》
二
〇
〇
五
年
第
四
期
）　

⑭
王
勇
「
北
魏
前
期
佛
教
文
化
初
探
」（《
晋
中
学
院
学
报
》
二
〇
〇
五
年
第
二
期
）　

⑮
肖
黎
「
论
北
朝
的
两
次
灭
佛
斗
争
」（《
河
北
学
刊
》
一
九
九
二
年
第
一
期
）　

⑯
施
光
明
「
北
朝
的
寺
院
经
济
和
反
佛
浪
潮
」（《
浙
江
学
刊
》
一
九
九
三
年
第
一
期
）　

⑰
吴
平
「
北
朝
的
兴
佛
与
灭
佛
」（《
华
夏
文
化
》
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
）　

韩
毅
「
对
〝
三
武
废
佛
〟
与
佛
教
寺
院
地
主
所
有
制
经
济
发
展
道
路
问
佳
的
几
点
思
考
」（《
天
水
师
院
学
报
》
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
）　

张
箭
「
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
」（
四
川
大
学
博
士
论
文　

二
〇
〇
一
年
）　
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三

⑳	

理
净
「〝
三
武
一
宗
〟
法
难
引
起
的
反
思
」（《
五
台
山
研
究
》
二
〇
〇
四
年
第
三
期
）　

㉑
袁
文
良
「
中
国
历
史
上
的
『
三
武
灭
佛
』
事
件
」《
文
史
天
地
》
二
〇
〇
七
年
第
八
期
。

㉒
施
光
明
「
北
魏
盖
吴
起
义
及
其
性
质
初
探
」（《
宁
夏
教
育
学
院
火
川
师
专
学
报
（
社
科
版
）》
一
九
九
一
．
三
）

以
上
の
諸
研
究
論
文
等
に
於
け
る
主
張
、
引
用
文
献
等
を
隈
な
く
検
討
す
る
事
に
よ
っ
て
、
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て
知
る
事
が
出
来
る（

（
（

。

上
記
の
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
於
い
て
は
そ
の
原
因
を
概
ね
大
別
し
て
分
類
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
１
〕
蓋
呉
の
反
乱
等
の
民
族
起
義
が
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な
い
勢
力
で
あ
っ
た
為
に
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。
…
…
（
上
記
の
論
文
の
番
号
の
）
⑤
・
⑥
・
⑧
・
⑩
・
⑲
（
の
論
文
）。

〔
２
〕
道
教
君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対

立
と
捉
え
る
。
…
…
（
上
記
の
論
文
の
番
号
の
）
①
・
②
・
⑨
・
⑪
・
⑫
・
⑬
・
⑮
・
⑰
・
⑳
・
㉑
（
の
論
文
）。

〔
３
〕
僧
尼
の
増
加
等
に
よ
る
北
魏
社
会
経
済
へ
の
圧
迫
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。
…
…
（
上
記
の
論
文
の
番
号
の
）
①
・
②
・
⑦
・
⑫
・
⑬
・
⑯
・
⑱
（
の
論
文
）。

〔
４
〕
北
魏
の
廃
仏
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
。
…
…
（
上
記
の
論
文
の
番
号
の
）
③
・
④
・
⑭
・
㉒

〔
５
〕
春
本
説
を
「
是
」
と
し
て
踏
ま
え
て
論
じ
て
い
る
。
…
…
（
上
記
の
論
文
の
番
号
の
）
⑲

こ
の
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
と
新
説
で
あ
る
春
本
説
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
先
考
の
拙
論
「
北
魏
法
難
の
実
態
解
明
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第

九
十
四
輯　

二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
三
月
）
が
既
に
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
新
た
な
詳
細
な
論
考
に
於
け
る
、
中
国
の
諸
説
と
新
説
で
あ
る
春
本
説
と
の
比
較
検
討

を
し
て
、
そ
の
説
の
妥
当
性
に
つ
い
て
述
べ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

【
１
】中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
論
文
の
諸
説
に
於
い
て
、「
一
つ
の
論
文
」
を
除
い
て
、春
本
説
と
同
様
の
説
は
存
在
し
な
か
っ
た
。「
一
つ
の
論
文
」
と
は
、「
⑲
张
箭
「
三

武
一
宗
灭
佛
研
究
」（
四
川
大
学
博
士
论
文　

二
〇
〇
一
年
）」
で
あ
る
。
こ
の
論
文
に
は
、
そ
の
参
考
文
献
に
「
春
本
秀
雄
：《
北
魏
太
武
帝
の
废
佛
に
つ
い
て
の
一
考

察
》，
日
本
《
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
》，
一
九
八
八
年
总
第
十
号
：
」
と
記
載
が
あ
り
、
春
本
説
を
「
是
」
と
し
て
踏
ま
え
て
論
述
し
て
い
る
（
本
論
考
「
三

孟
慶
楠
の
紹
介
し
た
資
料
に
つ
い
て
」
の
「
⑮
张
箭
「
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
」（
四
川
大
学
博
士
论
文　

二
〇
〇
一
年
）」
参
照
）。
従
っ
て
、〈
春
本
説
を
踏
ま
え
て
い
な

い
〉
春
本
説
と
同
様
の
説
は
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
論
文
の
諸
説
に
於
い
て
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

【
２
】北
魏
の
太
武
帝
は
寇
謙
之
の
仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
、
蓋
呉
の
反
乱
等
と
関
係
の
な
い
仏
教
寺
院
等
を
も
廃
絶
す
る
と

言
う
完
膚
無
き
迄
の
全
国
の
廃
仏
を
太
武
帝
は
し
て
は
い
け
な
い
と
言
う
事
情
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な
い
蓋
呉
の
反
乱
等
と
関
係
の
あ
る
仏

教
寺
院
等
を
廃
絶
す
る
事
は
太
武
帝
の
立
場
か
ら
し
て
当
然
の
事
で
あ
る
が
、
蓋
呉
の
反
乱
等
と
関
係
の
な
い
仏
教
寺
院
等
を
も
廃
絶
す
る
、
完
膚
無
き
迄
の
全
国
の
廃

仏
を
仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ
寇
謙
之
の
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
太
武
帝
は
行
な
っ
て
は
い
け
な
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
の
諸

説
は
上
記
の
如
く
、
考
察
し
て
い
な
い
所
に
立
説
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
五
輯

一
四

【
３
】春
本
説
で
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
…
…
武
功
第
一
の
太
武
帝
に
と
っ
て
は
、
民
族
起
義
を
鎮
圧
す
る
為
に
、「
滅
虜
者
呉
也
（
虜
（
魏
）
を
滅
ぼ
す
も
の
は
呉
な
り
）。」

の
図
讖
に
類
す
る
謠
言
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
謠
言―

図
讖―

僧
侶―

仏
教
」
の
密
接
な
連
関
の
も
と
に
、
図
讖
禁
絶
と
連
携
し
て
完
膚

無
き
迄
の
廃
仏
を
す
る
必
要
性
が
太
武
帝
に
は
あ
っ
た
。

【
４
】北
魏
の
法
難
は
廃
仏
と
い
う
観
点
か
ら
論
究
す
る
と
、
上
記
の
中
国
の
説
の
〔
１
〕・〔
２
〕・〔
３
〕
は
【
２
】
の
理
由
に
よ
り
そ
の
説
に
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
い
、
肯
定

が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
春
本
説
の
如
く
、
北
魏
の
法
難
を
図
讖
禁
絶
の
側
面
か
ら
論
究
す
る
と
、
太
武
帝
・
崔
浩
・
寇
謙
之
の
三
者
の
考
え
方
の
延
長
線
上
に
矛
盾
無

く
、
何
故
完
膚
無
き
迄
の
全
国
の
廃
仏
を
太
武
帝
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
が
明
白
に
な
る
。
つ
ま
り
、
北
魏
の
法
難
を
図
讖
禁
絶
の
側
面
か
ら
論
究
す
る

と
、【
２
】
の
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
【
３
】
の
理
由
に
よ
り
、
太
武
帝
は
完
膚
無
き
迄
の
全
国
の
廃
仏
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

【
５
】北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
と
図
讖
禁
絶
は
同
じ
時
期
に
行
わ
れ
、そ
の
行
わ
れ
た
理
由
は
図
讖
禁
絶
が「
主
」で
廃
仏
は「
従
」の
力
関
係
の
間
柄
に
於
い
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
で
あ
る
。

尚
、
日
本
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
の
諸
説
に
つ
い
て
、
大
略
、
本
論
考
の
註

（1）
で
述
べ
た
の
で
参
照
さ
れ
た
し
。

論
者
は
こ
れ
ま
で
に
本
論
考
「
一　

叙
」
に
あ
る
よ
う
に
、

①
「
北
魏
の
図
讖
禁
絶―

特
に
太
武
帝
時
に
つ
い
て―
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
十
二
輯
二
〇
〇
七
年
（
平
成
十
九
年
）
三
月
）

②
「
北
魏
法
難
の
実
態
解
明
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
十
四
輯
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
三
月
）

を
述
べ
、
更
に
今
回
、
本
論
考
で
あ
る
、

③
「
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
十
五
輯
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）
三
月
）

を
述
べ
た
。
一
応
こ
れ
で
論
者
の
「
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て
」
は
一
区
切
り
が
つ
い
た（

（
（

。
こ
れ
等
の
論
考
に
於
い
て
は
論
者
の
思
い
込
み
や
思
量
を
超
え
た
思
わ
ぬ
盲
点
が

無
い
と
は
言
え
な
い
。
よ
り
確
か
な
論
に
す
べ
く
江
湖
の
御
批
判
御
叱
正
を
願
い
、
こ
こ
に
擱
筆
す
る
。
以
上
。

註
（1）
新
説
で
あ
る
春
本
説
に
つ
い
て
は
、「
北
魏
の
図
讖
禁
絶―

―

特
に
太
武
帝
時
に

つ
い
て―

―

」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
二
輯
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）

三
月
）・「
北
魏
法
難
の
実
態
解
明
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
四

輯
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
一
年
）
三
月
）
の
拙
論
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
因
み

に
新
説
で
あ
る
春
本
説
に
つ
い
て
整
理
し
て
述
べ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

《
新
説
で
あ
る
春
本
説
は
（
春
本
説
を
「
是
」
と
し
て
踏
ま
え
て
い
な
い
）
中
国

に
於
け
る
諸
説
と
全
く
異
な
り
、
更
に
、
日
本
に
於
け
る
諸
説
と
も
全
く
異
な
る
。

【
春
本
説
】
…
…
「
蓋
呉
と
通
謀
し
て
い
た
長
安
の
一
寺
院
は
壊
滅
し
て
然
る
べ

き
で
は
あ
る
が
、
北
魏
太
武
帝
は
寇
謙
之
の
仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ
新



中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て

一
五

天
師
道
を
尊
信
す
る
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
、
蓋
呉
と
通
謀
し
て
い
な
い
寺
院

ま
で
を
も
含
め
て
完
膚
無
き
迄
の
全
国
の
廃
仏
を
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
太
武
帝
は
完
膚
無
き
迄
の
全
国
の
廃
仏
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
な
の

か
。
太
武
帝
は
『
宋
書
』
索
虜
伝
の
「
先
是
虜
中
謠
言
、「
滅
虜
者
呉
也
。」
燾
甚

悪
之
。
二
十
三
年
、
北
地
濾
水
蓋
呉
、
年
二
十
九
、
於
杏
城
天
台
挙
兵
反
虜
、
諸

戎
夷
普
並
響
応
、有
衆
十
余
万
。
燾
聞
呉
反
悪
其
名
、累
遣
軍
撃
之
輒
敗
。」
の
「
謠

言
」
を
封
じ
る
為
に
廃
仏
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
武
功
第
一
の
太
武
帝

に
と
っ
て
は
、
民
族
起
義
を
鎮
圧
す
る
為
に
、「
滅
虜
者
呉
也
（
虜
（
魏
）
を
滅

ぼ
す
も
の
は
呉
な
り
）。」
の
図
讖
に
類
す
る
謠
言
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、「
謠
言―

図
讖―

僧
侶―

仏
教
」
の
密
接
な
連
関
の

も
と
に
、
図
讖
禁
絶
と
連
携
し
て
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏
を
太
武
帝
は
し
た
の
で
あ

る
。」

【
中
国
に
於
け
る
諸
説
】
…
…
「
中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
於
い
て
は

大
別
し
て
、〈〔
１
〕
蓋
呉
の
反
乱
等
の
民
族
起
義
が
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な

い
勢
力
で
あ
っ
た
為
に
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉・〈〔
２
〕
道
教
君
主
で
あ
る
北
魏
太

武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔
浩
の
助
言
に
も
よ

り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対
立
と
捉
え
る
。〉・

〈〔
３
〕
僧
尼
の
増
加
等
に
よ
る
北
魏
社
会
経
済
へ
の
圧
迫
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ

た
。〉
の
三
者
が
廃
仏
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
魏
の
太
武
帝
は
寇
謙
之
の

仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
、
中
国

の
説
の
〔
１
〕・〔
２
〕・〔
３
〕
の
理
由
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
完
膚
無
き
迄
の
廃

仏
を
太
武
帝
は
行
っ
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、〈〔
１
〕
蓋
呉
の

反
乱
等
の
民
族
起
義
が
北
魏
政
権
を
転
覆
し
か
ね
な
い
勢
力
で
あ
っ
た
為
に
廃
仏

が
行
わ
れ
た
。〉
の
は
、
論
者
の
新
説
に
於
い
て
も
蓋
呉
の
反
乱
等
と
関
係
の
あ

る
仏
教
寺
院
等
を
廃
絶
す
る
事
は
勿
論
、
肯
定
は
す
る
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

蓋
呉
の
反
乱
等
と
関
係
の
な
い
仏
教
寺
院
等
を
も
廃
絶
す
る
、
完
膚
無
き
迄
の
全

国
の
廃
仏
を
太
武
帝
が
行
お
う
と
し
た
事
は
肯
定
の
で
き
な
い
事
で
あ
る
。
何
故

な
ら
ば
、
太
武
帝
は
仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ
寇
謙
之
の
新
天
師
道
を
尊

信
す
る
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
、
部
分
的
な
廃
仏
は
肯
定
で
き
て
も
完
膚
無
き

迄
の
全
国
の
廃
仏
を
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、〈〔
２
〕
道
教

君
主
で
あ
る
北
魏
太
武
帝
の
政
治
と
相
反
す
る
仏
教
の
勢
力
に
対
し
て
、
宰
相
崔

浩
の
助
言
に
も
よ
り
太
武
帝
は
廃
仏
を
行
っ
た
。
廃
仏
の
原
因
を
佛
道
二
教
の
対

立
と
捉
え
る
。〉
の
は
、
仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ
寇
謙
之
の
新
天
師
道

の
信
仰
者
で
あ
っ
た
太
武
帝
は
完
膚
無
き
迄
の
全
国
の
廃
仏
を
行
っ
て
は
い
け
な

い
立
場
で
あ
り
、
佛
道
二
教
を
対
立
構
造
に
捉
え
、
そ
れ
を
廃
仏
の
理
由
と
す
る

事
は
太
武
帝
の
信
仰
す
る
寇
謙
之
の
新
天
師
道
が
如
何
な
る
道
教
で
あ
る
の
か
を

考
慮
し
な
い
所
業
で
あ
る
。
又
更
に
、〈〔
３
〕
僧
尼
の
増
加
等
に
よ
る
北
魏
社
会

経
済
へ
の
圧
迫
に
よ
り
廃
仏
が
行
わ
れ
た
。〉
の
は
、
こ
の
理
由
の
み
で
完
膚
無

き
迄
の
全
国
の
廃
仏
を
太
武
帝
が
行
お
う
と
し
た
事
は
仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観

を
持
つ
寇
謙
之
の
新
天
師
道
を
尊
信
す
る
道
教
君
主
で
あ
っ
た
太
武
帝
で
あ
っ
た

事
か
ら
、考
え
る
事
の
で
き
な
い
事
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
中
国
の
説
の〔
１
〕・

〔
２
〕・〔
３
〕
の
廃
仏
の
理
由
に
は
問
題
が
あ
り
、
肯
定
す
る
事
は
で
き
な
い
。」

【
日
本
に
於
け
る
諸
説
】
…
…
「
日
本
に
於
い
て
は
、
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
に
つ

い
て
は
塚
本
善
隆
先
生
の
論
文
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
毀
釈
」（
支
那
仏
教
史
学

一―
四
、『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
第
二
巻
第
二
章　

一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
年
））

に
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
の
中
心
人
物
は
崔
浩
で
あ
る
」
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
定
説
と
な
っ
て
、
横
超
慧
日
「
北
魏
仏
教
の
基
本
的
課
題
」（
横
超
慧
日

編
『
北
魏
仏
教
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店　

一
九
七
〇
年
（
昭
和
四
五
年
））・
安



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
五
輯

一
六

居
香
山
「
漢
魏
六
朝
時
代
に
お
け
る
図
讖
と
仏
教―

―

特
に
僧
伝
を
中
心
と
し

て―
―

｣

（
安
居
香
山
・
中
村
璋
八
著
『
緯
書
の
基
礎
的
研
究
』
国
書
刊
行
会　

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
一
年
））・
佐
藤
智
水
「
北
魏
廃
仏
論
序
説
」（『
岡
山
大
学

法
文
学
部
学
術
紀
要
史
学
篇
』
三
九　

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
））・
鎌
田
茂

雄
著
『
中
国
仏
教
史
』
第
三
巻
（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九

年
）　

第
四
章　

北
魏
の
仏
教　

第
二
節　

北
魏
の
仏
教
）・
松
丸
道
雄
他
編
『
世

界
歴
史
体
系　

中
国
史　

三
国
～
唐　

２
』（
山
川
出
版
社　

一
九
九
六
年
（
平

成
八
年
）　

第
三
章　

南
北
朝　

２　

北
朝
の
政
治
（
窪
添
慶
文
））・
野
上
俊
静
・

小
川
貫
弌
・
牧
田
諦
亮
・
野
村
耀
昌
・
佐
藤
達
玄
著
『
仏
教
史
概
説　

中
国
篇
』（
平

楽
寺
書
店　

一
九
六
六
年
（
昭
和
四
三
年
）　

第
四
章
南
北
朝
の
仏
教―

教
団
の

発
展
と
儒
道
二
教―

９　

北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
）・
平
川
彰
著
『
イ
ン
ド　

中
国

　

日
本　

仏
教
通
史
』（
春
秋
社　

一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月　

第
三

章
中
国
仏
教　

二　

羅
什
及
び
南
北
朝
の
仏
教　

国
家
と
仏
教
）・
藤
善
眞
澄
著

『
隋
唐
時
代
の
仏
教
と
社
会　

弾
圧
の
狭
間
に
て
』（
白
帝
社
二
〇
〇
四
年
一
〇
月

一
日
白
帝
社
ア
ジ
ア
史
選
書
〇
〇
五
）
等
の
諸
研
究
本
・
諸
論
文
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
因
み
に
、
中
国
に
於
け
る
諸
説
に
於
い
て
は
「
北
魏
太

武
帝
の
廃
仏
の
中
心
人
物
は
崔
浩
で
あ
る
」
と
し
た
研
究
は
な
い
。「
北
魏
太
武

帝
の
廃
仏
の
中
心
人
物
は
崔
浩
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
の
は
日
本
独
特
の
主
張
な

の
で
あ
る
。
日
本
に
於
い
て
こ
の
説
以
外
に
、
久
保
田
量
遠
著
『
支
那
儒
道
仏

三
教
史
論
』（
東
方
書
院　

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
））
が
あ
る
が
、
塚
本
善
隆

「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
毀
釈
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
一―

四　

一
九
三
七
年
（
昭

和
十
二
年
））
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
論
に
於
い
て

も
「
北
魏
の
図
讖
禁
絶―

特
に
太
武
帝
時
に
つ
い
て―

」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』

第
九
二
輯
二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
三
月
）
に
於
い
て
も
詳
細
に
述
べ
た
の

で
こ
れ
を
参
照
さ
れ
た
し
。
更
に
、
佐
藤
智
水
「
北
魏
廃
仏
論
序
説
」（『
岡
山
大

学
法
文
学
部
学
術
紀
要
史
学
篇
』
三
九　

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
））
の
中

で
「
魏
を
滅
ぼ
す
も
の
は
呉
で
あ
る
」
の
謠
言
が
あ
る
事
を
指
摘
し
て
は
い
る
。

し
か
し
、
佐
藤
智
水
先
生
は
塚
本
善
隆
先
生
の
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
の
中
心
人

物
は
崔
浩
で
あ
る
」
の
説
を
肯
定
し
て
お
り
、
そ
の
謠
言
は
長
安
の
一
寺
院
と
蓋

呉
と
の
結
び
つ
き
を
関
連
づ
け
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
そ
の
謠
言
が
廃
仏

の
主
原
因
で
あ
る
と
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
日
本
に
於
い
て
は
塚
本
善
隆

先
生
の
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
の
中
心
人
物
は
崔
浩
で
あ
る
」
の
説
が
定
説
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
塚
本
善
隆
先
生
の
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
の
中
心
人

物
は
崔
浩
で
あ
る
」
と
言
う
説
に
は
問
題
が
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
仏
教
を
内
包

し
た
世
界
観
を
持
つ
寇
謙
之
の
新
天
師
道
を
尊
信
す
る
北
魏
太
武
帝
に
い
く
ら
廃

仏
を
崔
浩
が
進
言
し
て
み
て
も
聞
き
入
ら
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
り
、
廃
仏
を

崔
浩
が
進
言
す
れ
ば
進
言
す
る
程
、
崔
浩
を
失
脚
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
向
に
太
武

帝
の
気
持
は
傾
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
塚
本
善
隆
先
生
の
「
廃
仏
の
中
心
人
物

は
崔
浩
で
あ
る
」
と
言
う
説
を
肯
定
す
る
事
は
で
き
な
い
。」　

以
上
、【
春
本
説
】・【
中
国
に
於
け
る
諸
説
】・【
日
本
に
於
け
る
諸
説
】
に
つ
い

て
述
べ
た
。

詰
ま
る
所
、〔
中
国
の
研
究
〕
に
於
い
て
は
、
北
魏
太
武
帝
が
寇
謙
之
の
仏
教
を

内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
完
膚
無
き
迄

の
廃
仏
を
太
武
帝
は
行
え
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
の
考
慮
の
欠
如
し
た
所
の
立
説

形
成
に
そ
の
研
究
の
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
、〔
日
本
の
研
究
〕
に
於
い
て
は
、

塚
本
善
隆
先
生
の
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
の
中
心
人
物
は
崔
浩
で
あ
る
」
旨
の
説

は
、
上
記
の
如
く
北
魏
太
武
帝
が
寇
謙
之
の
仏
教
を
内
包
し
た
世
界
観
を
持
つ

新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
、
側
近
の
崔
浩
が
廃
仏
を
進
言
す
れ
ば



中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て

一
七

進
言
す
る
程
に
崔
浩
を
失
脚
さ
せ
よ
う
と
す
る
方
向
に
太
武
帝
の
気
持
ち
が
傾
く

事
へ
の
考
え
の
欠
如
し
た
点
に
そ
の
研
究
の
問
題
が
あ
る
。
そ
し
て
、〔
春
本
の

研
究
〕
で
は
、
上
記
の
如
く
北
魏
太
武
帝
が
寇
謙
之
の
仏
教
を
内
包
し
た
世
界

観
を
持
つ
新
天
師
道
の
道
教
君
主
で
あ
っ
た
の
で
廃
仏
を
行
う
事
は
太
武
帝
に

と
っ
て
は
本
意
で
は
な
い
が
、
武
功
第
一
の
太
武
帝
に
と
っ
て
は
、
民
族
起
義
を

鎮
圧
す
る
為
に
、「
滅
虜
者
呉
也
（
虜
（
魏
）
を
滅
ぼ
す
も
の
は
呉
な
り
）。」
の

図
讖
に
類
す
る
謠
言
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
謠
言

―

図
讖―

僧
侶―

仏
教
」
の
密
接
な
関
係
の
も
と
に
、
仏
教
を
図
讖
禁
絶
と
連
携

し
て
完
膚
無
き
迄
の
廃
仏
を
太
武
帝
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
図
讖
禁
絶
と
廃
仏
が
同
時
に
行
わ
れ
、
図
讖
禁
絶
が
「
主
」
で
廃
仏
が

「
従
」
の
関
係
に
よ
り
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
と
し
た
。》

以
上
で
あ
る
。　

（2）
前
回
の
論
考
に
於
い
て
は
〈
⑤ 

李
春
祥
「
北
魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
」

（《
通
化
师
范
学
院
学
报
》
二
〇
〇
一
年
第
二
十
二
卷
第
三
期
）〉・〈
●
施
光
明
「
北

魏
盖
吴
起
义
及
其
性
质
初
探
」（《
宁
夏
教
育
学
院
火
川
师
专
学
报
（
社
科
版
）》

一
九
九
一
．
三
）〉
が
未
入
手
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
こ
れ
等
を
加
え
て
、
一
つ

一
つ
の
論
文
を
詳
細
に
考
察
し
た
。

（3）
「
北
魏
の
図
讖
禁
絶―

―

特
に
太
武
帝
時
に
つ
い
て―

―

」（『
大
正
大
学
研
究
紀

要
』
第
九
二
輯
平
成
一
九
年
三
月
）
の
註

（2）
参
照
。

（4） 
平
成
二
〇
年
四
月
二
五
日
（
金
）
六
時
限
目
の
論
者
担
当
の
「
東
洋
文
献
講
読
Ｂ

‐
１
」
の
講
義
の
時
に
北
京
大
学
か
ら
の
留
学
生
の
孟
慶
楠
（
大
正
大
学
文
学
部

歴
史
文
化
学
科　

短
期
（
平
成
一
九
年
四
月
か
ら
平
成
二
〇
年
八
月
）
留
学
生

（
０
７
０
９
０
１
１
…
…
北
京
大
学
哲
学
研
究
科
中
国
哲
学
修
士
課
程
二
年
）
に

下
記
の
如
く
の
論
文
要
旨
を
手
渡
し
た
。〈『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
四
輯　

原
稿
応
募　

論
文
要
旨
（
文
学
部
歴
史
文
化
学
科　

春
本
秀
雄
）（
Ｈ
．
20
．
５
．

９
．）
論
題　

北
魏
法
難
の
実
態
解
明
に
つ
い
て　

論
文
要
旨
…
…
先
の
拙
論
に

「
北
魏
の
図
讖
禁
絶―

特
に
太
武
帝
時
に
つ
い
て―

」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』

第
九
二
輯　

二
〇
〇
七
年
（
平
成
一
九
年
）
三
月
）
が
あ
る
。
塚
本
善
隆
先
生
の

論
文
「
北
魏
太
武
帝
の
廃
仏
毀
釈
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
一―

四　

一
九
三
七
年

（
昭
和
一
二
年
））
を
「
是
」
と
し
た
日
本
に
お
け
る
従
来
の
論
考
、
並
び
に
、
杜

士
鉾
主
編
『
北
魏
史
』（
山
西
高
校
聯
合
出
版
社　

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）

（
楊
国
勇
））、
任
継
愈
主
編
『
定
本　

中
国
仏
教
史
Ⅲ
』（
柏
書
房　

一
九
九
四
年

（
平
成
六
年
））、
鄺
利
安
編
著
『
魏
晋
南
北
朝
史
研
究
論
文
書
目
引
得
』（
台
湾
中

華
書
局
印
行
、
中
華
民
国
七
四
年
九
月
、
一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
））
等
の

中
国
に
お
け
る
従
来
の
論
考
に
対
し
て
新
説
を
提
示
し
た
。
今
回
は
「
北
魏
法
難

の
実
態
解
明
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
北
魏
法
難
が
如
何
様
で
あ
っ
た
の
か
そ
の
実

態
に
つ
い
て
、
従
来
の
説
と
新
説
を
提
示
し
て
そ
の
相
違
を
明
確
に
し
て
、
新
説

の
妥
当
性
を
述
べ
て
み
た
い
。
つ
ま
り
、
北
魏
の
法
難
は
三
回
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。〈（
一
）
太
延
四
年
（
四
三
）
…
…
太
武
帝
が
五
十
歳
以
下
の
沙
門
の
還
俗

を
命
じ
た
。（『
魏
書
』
巻
四
上
、
世
祖
紀
第
四
上
・『
資
治
通
鑑
』
巻
百
二
十
三
、

宋
紀
五
、
文
帝
元
嘉
一
五
年
）、（
二
）
太
平
真
君
五
年
（
四
四
四
）
…
…
太
武

帝
が
沙
門
・
師
巫
（
巫
覡
）
の
妖
怪
の
言
を
禁
じ
、
更
に
沙
門
・
師
巫
（
巫
覡
）

の
私
養
を
禁
じ
た
。（『
魏
書
』
巻
四
下
、
世
祖
紀
第
四
下
・『
資
治
通
鑑
』
巻

百
二
十
四
、
宋
紀
六
、
文
帝
元
嘉
二
一
年
） 

、（
三
）
太
平
真
君
七
年
（
四
四
六
）

…
…
太
武
帝
が
堂
塔
伽
藍
を
悉
く
破
却
し
て
仏
図
及
び
胡
経
を
み
な
撃
破
焚
焼
す

べ
き
こ
と
、及
び
沙
門
は
少
長
と
な
く
悉
く
生
き
埋
め
に
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。

（『
魏
書
』
巻
百
十
四
、
釈
老
志
、
太
平
真
君
七
年
三
月
・『
高
僧
伝
』
巻
十
曇
始

伝
（
大
正
五
十
・
三
九
二
中
）〉、
で
あ
る
。
以
上
の
三
回
の
北
魏
の
法
難
に
お
け



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
五
輯

一
八

る
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、従
来
の
説
と
新
説
に
つ
い
て
の
見
解
を
比
較
検
討
し
て
、

更
に
総
じ
て
北
魏
の
法
難
の
実
態
と
は
如
何
様
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
考
察

を
試
み
て
み
た
い
。〉
以
上
の
文
面
を
孟
慶
楠
に
手
渡
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
北
魏
の
廃
仏
に
つ
い
て
論
文
を
書
く
の
で
北
魏
の
廃
仏
に
つ
い
て
の
論
文
が
あ

れ
ば
紹
介
し
て
欲
し
い
旨
、
論
者
は
論
者
の
講
義
の
受
講
生
で
あ
る
留
学
生
の
孟

慶
楠
に
依
頼
し
た
。
す
る
と
、
孟
慶
楠
は
平
成
二
十
年
五
月
九
日
（
金
）
に
北
京

大
学
図
書
館
で
論
文
検
索
を
し
た
ペ
イ
パ
ー
を
持
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
次
の
如
く

の
内
容
の
ペ
イ
パ
ー
で
あ
る
。

相
关
材
料

（
一
）
限
定　
〝
标
佳
（title

）〟
或
〝
关
键
词
（keyw

ord

）〟：〝
北
魏
〟
或
〝
太
武

帝
〟
与
〝
滅
佛
〟
或
〝
廢
佛
〟
或
〝
法
難
〟
或
〝
滅
法
〟   

①
向
燕
南
：〝
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
考
辨
〟，《
北
京
师
范
大
学
学
报（
社
会
科
学
版
）》

１
９
８
４
年
第
２
期
。

②
栾
贵
川
：〝
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
新
论
〟，《
中
国
史
研
究
》
１
９
９
７
年
第
２
期
。

③
孙
晓
莹
：〝
浅
析
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
〟，《
当
代
宗
教
研
究
》
２
０
０
０
年
第

３
期
。

④
张
箭
：〝
论
导
致
北
魏
灭
佛
的
直
接
原
因
暨
罪
证
〟，《
西
南
民
族
学
院
学
报
（
哲

学
社
会
科
学
）》
２
０
０
０
年
第
12
期
。

⑤
李
春
祥
：〝
北
魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
，《
通
化
师
范
学
院
学
报
》

２
０
０
１
年
第
２
２
卷
第
３
期
。

⑥
刘
淑
芬
：〝
从
民
族
史
的
角
度
看
太
武
灭
佛
〟，《
中
央
研
究
院
历
史
语
言
研
究
所

集
刊
》
２
０
０
１
年
３
月
。

⑦
李
玉
芳
：〝
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
浅
析
〟，《
宜
宾
学
院
学
报
》
２
０
０
４
年
第

４
卷
第
１
期
。

⑧
王
勇
：〝
太
武
帝
大
规
模
〝
灭
法
〟
原
因
初
探
〝
，《
燕
北
师
范
学
院
学
报
》

２
０
０
４
年
第
４
期
。

⑨
陈
燕
：〝
北
魏
太
武
帝
崇
道
抑
佛
的
回
顾
与
反
思
〟，《
云
南
民
族
大
学
学
报
（
哲

学
社
会
科
学
版
）》
２
０
０
５
年
第
４
期
。

⑩
王
勇
：〝
北
魏
前
期
佛
教
文
化
初
探
〟，《
晋
中
学
院
学
报
》
２
０
０
５
年
第
２
期
。

（
二
）
限
定
〈
标
佳
（title

）〉
或
〈
关
键
词
（keyw

ord

）〉：〈
北
朝
〉
与
〈
滅
佛
〉
或
〈
廢

佛
〉
或
〈
法
難
〉
或
〈
滅
法
〉

⑪
肖
黎
：〝
论
北
朝
的
两
次
灭
佛
斗
争
〟，《
河
北
学
刊
》
１
９
８
２
年
第
１
期
。

⑫
施
光
明
：〝
北
朝
的
寺
院
经
济
和
反
佛
浪
潮
〟，《
浙
江
学
刊
》
１
９
８
３
年
第
１
期
。

⑬
吴
平
：〝
北
朝
的
兴
佛
与
灭
佛
〟，《
华
夏
文
化
》
２
０
０
０
年
第
３
期
。

（
三
）
限
定
〝
标
佳
（title

）〟
或
〝
关
键
词
（keyw

ord

）〟：〝
滅
佛
〟
或
〝
廢
佛
〟

或
〝
法
難
〟
或
〝
滅
法
〟

⑭
韩
毅
：〝
对
〝
三
武
废
佛
〟
与
佛
教
寺
院
地
主
所
有
制
经
济
发
展
道
路
问
佳
的
几

点
思
考
〝
，《
天
水
师
院
学
报
》
２
０
０
０
年
第
２
期
。

⑮
张
箭
：〝
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
〟，
四
川
大
学
博
士
论
文　

２
０
０
１
年
。

⑯
理
净
：〝〝
三
武
一
宗
〟法
难
引
起
的
反
思〝
，《
五
台
山
研
究
》２
０
０
４
年
第
３
期
。

⑰
袁
文
良
：〝
中
国
历
史
上
的
『
三
武
灭
佛
』
事
件
〟，《
文
史
天
地
》
２
０
０
７
年

第
８
期
。

以
上
で
あ
る
。

因
み
に
、
そ
の
後
、
更
に
孟
慶
楠
に
「
崔
浩
」
と
「
寇
谦
之
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
検

索
を
し
て
貰
っ
た
。
孟
慶
楠
は
五
月
二
二
日
（
木
）
に
メ
ー
ル
で
そ
の
検
索
結
果

を
送
っ
て
き
た
。
次
の
如
く
で
あ
る
。

限
定
〝
标
佳
（title

）〟
或
〝
关
键
词
（keyw

ord

）〟：〝
崔
浩
〟
或
〝
寇
謙
之
〟

专
著
： 



中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て

一
九

⑱
陈
寅
恪
：《
崔
浩
与
寇
谦
之
》，
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
，
１
９
８
０
年
。　

论
文
： 

⑲
刘
惠
琴
：〝
引
儒
入
道―

寇
谦
之
对
北
方
天
师
道
的
改
造
〟，《
敦
煌
学
李
刊
》，

２
０
０
０
年
第
１
期
。

⑳
高
照
明
：〝
从
国
史
之
狱
看
北
魏
时
期
民
族
融
合
中
的
文
化
冲
突
〟，《
扬
州
大
学

学
报
（
人
文
社
会
科
学
版
）》，
２
０
０
１
年
第
３
期
。

㉑
张
德
寿
：〝
拓
跋
鲜
卑
统
治
者
的
心
态
与
崔
浩
国
史
之
狱
〟，《
云
南
师
范
大
学
学

报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）》，
２
０
０
２
年
第
２
期
。

㉒
刘
昭
瑞
：〝
说
天
宫
与
寇
谦
之
的
静
轮
天
宫
〟，《
世
界
宗
教
研
究
》，
２
０
０
４
年

第
３
期
。

㉓
张
泽
洪
：〝
北
魏
道
士
寇
谦
之
的
新
道
教
论
析
〟，《
四
川
大
学
学
报
（
哲
学
社
会

科
学
版
）》，
２
０
０
５
年
第
３
期
。

㉔
谢
路
军
：〝
寇
谦
之
援
儒
入
道
思
想
述
评
〟，《
中
央
民
族
大
学
学
报
（
哲
学
社
会

科
学
版
）》，
２
０
０
５
年
第
２
期
。

㉕
宋
冰
：〝
北
魏
文
化
发
展
史
上
的
崔
浩
时
代
〟，《
贵
州
大
学
学
报
（
社
会
科
学
版
）》，

２
０
０
５
年
第
５
期
。

㉖
曹
小
文
：〝
崔
浩
国
史
案
原
因
探
析
〟，《
廊
坊
师
范
学
院
学
报
》，
２
０
０
６
年
第

４
期
。

㉗
黄
忠
鑫
：〝
简
论
崔
浩
的
治
国
思
想
〟，《
十
堰
职
业
技
术
学
院
学
报
》，
２
０
０
６

年
第
３
期
。　

㉘
张
碧
波
：〝
北
魏
王
国
国
史
案
的
背
后―

一
场
特
殊
形
态
的
华
夷
文
化
冲
突
〟，《
黑

龙
江
民
族
丛
刊
》，
２
０
０
７
年
第
５
期
。

以
上
で
あ
る
。

孟
慶
楠
が
提
示
し
た
北
京
大
學
図
書
館
検
索
の
こ
れ
ら
の
論
文
は
〈
专
著
：
⑱ 

陈
寅
恪
《
崔
浩
与
寇
谦
之
》　

上
海　

上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
〇
年
。〉
を
除
い

て
論
者
に
と
っ
て
は
未
聞
未
見
の
論
考
で
あ
っ
た
。
早
速
、
論
者
の
勤
務
先
の
大

正
大
学
の
図
書
館
に
て
入
手
す
べ
く
手
続
き
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
大
学

の
図
書
館
と
中
国
の
大
学
の
図
書
館
と
の
交
流
が
あ
ま
り
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な

い
と
の
事
で
、
大
正
大
学
図
書
館
か
ら
の
上
記
の
論
文
の
入
手
は
ほ
ぼ
不
可
能
で

あ
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
孟
慶
楠
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
何
と
か
孟
慶
楠

自
身
が
入
手
し
て
論
者
に
手
渡
す
と
の
事
で
あ
っ
た
。
後
日
、
以
下
の
六
つ
の
論

文
以
外
を
論
者
は
孟
慶
楠
よ
り
入
手
し
た
。

③
孙
晓
莹
：〝
浅
析
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
〟，《
当
代
宗
教
研
究
》
２
０
０
０
年
第

３
期
。

⑤
李
春
祥
：〝
北
魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
，《
通
化
师
范
学
院
学
报
》

２
０
０
１
年
第
２
２
卷
第
３
期
。

⑥
刘
淑
芬
：〝
从
民
族
史
的
角
度
看
太
武
灭
佛
〟，《
中
央
研
究
院
历
史
语
言
研
究
所

集
刊
》
２
０
０
１
年
３
月
。

⑮
张
箭
：〝
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
〟，
四
川
大
学
博
士
论
文　

２
０
０
１
年
。

⑰
袁
文
良
：〝
中
国
历
史
上
的
『
三
武
灭
佛
』
事
件
〟，《
文
史
天
地
》
２
０
０
７
年

第
８
期
。

㉓
张
泽
洪
：〝
北
魏
道
士
寇
谦
之
的
新
道
教
论
析
〟，《
四
川
大
学
学
报
（
哲
学
社
会

科
学
版
）》，
２
０
０
５
年
第
３
期
。

こ
の
六
つ
の
論
文
の
う
ち
、
次
の
二
つ
の
論
文
は
大
正
大
学
図
書
館
を
通
し
て
京

都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
閲
覧
係
（
℡
０
７
５-

７
５
３-

２
１
７
６
）
よ
り

平
成
二
〇
年
六
月
に
入
手
し
た
。

⑥
刘
淑
芬
：〝
从
民
族
史
的
角
度
看
太
武
灭
佛
〟，《
中
央
研
究
院
历
史
语
言
研
究
所

集
刊
》
２
０
０
１
年
３
月
。



大
正
大
學
研
究
紀
要　

第
九
五
輯

二
〇

㉓
张
泽
洪
：〝
北
魏
道
士
寇
谦
之
的
新
道
教
论
析
〟，《
四
川
大
学
学
报
（
哲
学
社
会

科
学
版
）》，
２
０
０
５
年
第
３
期
。

従
っ
て
、
あ
と
次
の
四
つ
の
論
文
が
入
手
で
き
て
い
な
い
事
に
な
る
。

③
孙
晓
莹
：〝
浅
析
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
〟，《
当
代
宗
教
研
究
》
２
０
０
０
年
第

３
期
。

⑤
李
春
祥
：〝
北
魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
，《
通
化
师
范
学
院
学
报
》

２
０
０
１
年
第
22
卷
第
３
期
。

⑮
张
箭
：〝
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
〟，
四
川
大
学
博
士
论
文　

２
０
０
１
年
。

⑰
袁
文
良
：〝
中
国
历
史
上
的
『
三
武
灭
佛
』
事
件
〟，《
文
史
天
地
》
２
０
０
７
年

第
８
期
。

更
に
孟
慶
楠
の
提
示
し
た
上
記
の
二
八
の
論
文
以
外
に
、

●
施
光
明「
北
魏
盖
吴
起
义
及
其
性
质
初
探
」（《
宁
夏
教
育
学
院
火
川
师
专
学
报
（
社

科
版
）》，
一
九
九
一
．
三
）

を
捜
し
て
欲
し
い
旨
、
平
成
二
〇
年
六
月
に
依
頼
し
た
。
こ
れ
は
、〈
⑥  

刘
淑

芬
「
从
民
族
史
的
角
度
看
太
武
灭
佛
」《
中
央
研
究
院
历
史
语
言
研
究
所
集
刊
》

二
〇
〇
一
年
三
月
。〉
の
論
文
の
18
頁
の
注
61
に
、〈
施
光
明
，〈
北
魏
蓋
呉
起
義

及
其
性
質
初
探
〉《
寧
夏
教
育
学
院
火
川
師
専
学
报
（
社
科
版
）》
一
九
九
一
．
三
．

認
為
這
讖
言
是
蓋
呉
所
散
佈
的
。〉
と
あ
る
。
こ
の
論
文
は
論
者
の
新
説
の
論
旨

の
展
開
に
於
い
て
見
る
べ
き
必
要
文
献
で
あ
り
、
何
と
か
入
手
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
後
、平
成
二
〇
年
九
月
一
〇
日
付
け
の
メ
ー
ル
で
北
京
の
孟
慶
楠
か
ら
、

㉓
张
泽
洪
：〝
北
魏
道
士
寇
谦
之
的
新
道
教
论
析
〟，《
四
川
大
学
学
报
（
哲
学
社
会

科
学
版
）》，
２
０
０
５
年
第
３
期
。（
こ
の
論
文
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大

正
大
学
図
書
館
を
通
し
て
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
閲
覧
係
（
℡
０
７
５-

７
５
３-

２
１
７
６
）
よ
り
平
成
二
〇
年
六
月
に
入
手
済
み
で
は
あ
っ
た
。）

⑮
张
箭
：〝
三
武
一
宗
灭
佛
研
究
〟，
四
川
大
学
博
士
论
文　

２
０
０
１
年
。

⑰
袁
文
良
：〝
中
国
历
史
上
的
『
三
武
灭
佛
』
事
件
〟，《
文
史
天
地
》
２
０
０
７
年

第
８
期
。

の
論
文
が
送
ら
れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
あ
と
、

③
孙
晓
莹
：〝
浅
析
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
〟，《
当
代
宗
教
研
究
》
２
０
０
０
年
第

３
期
。

⑤
李
春
祥
：〝
北
魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
，《
通
化
师
范
学
院
学
报
》

２
０
０
１
年
第
22
卷
第
３
期
。

●
施
光
明「
北
魏
盖
吴
起
义
及
其
性
质
初
探
」（《
宁
夏
教
育
学
院
火
川
师
专
学
报
（
社

科
版
）》，
一
九
九
一
．
三
）

の
三
つ
の
論
文
が
平
成
二
〇
年
九
月
一
七
日
の
時
点
で
入
手
で
き
て
い
な
い
状
況

で
あ
っ
た
。
北
京
の
孟
慶
楠
へ
平
成
二
〇
年
九
月
一
七
日
付
け
の
メ
ー
ル
で
上
記

の
三
つ
の
論
文
を
入
手
す
べ
く
再
び
依
頼
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
連
絡

は
一
年
後
の
平
成
二
一
年
九
月
一
七
日
に
於
い
て
も
未
だ
無
い
。

し
か
し
、
孟
慶
楠
は
上
記
に
如
く
論
者
に
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
た
。
こ

の
紙
面
を
借
り
て
こ
こ
に
再
度
「
非
常
感
謝
！
」。

論
者
は
大
正
大
学
図
書
館
へ
残
り
の
上
記
の
三
つ
の
論
文
を
入
手
す
べ
く
依
頼
し

た
。
大
正
大
学
図
書
館
は
燎
原
書
店
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
の
十
二

電
話
０
３
‐
３
２
９
４
‐
３
４
４
５
）
へ
依
頼
し
て
「
③ 

孙
晓
莹
「
浅
析
北
魏

太
武
帝
灭
佛
原
因
」《
当
代
宗
教
研
究
》
二
〇
〇
〇
年
第
三
期
。」
を
平
成
二
〇
年

一一

月
六
日
に
論
者
は
入
手
す
る
事
が
で
き
た
。
更
に
、
論
者
が
亜
東
書
店
（
東

京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
の
四　

電
話
０
３
‐
３
８
３
５
‐
７
０
９
１
）
へ
依

頼
し
て
、

③
孙
晓
莹
：〝
浅
析
北
魏
太
武
帝
灭
佛
原
因
〟，《
当
代
宗
教
研
究
》
２
０
０
０
年
第



中
国
に
於
け
る
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て

二
一

３
期
。

⑤
李
春
祥
：〝
北
魏
太
武
帝
与
周
武
帝
灭
佛
之
异
同
，《
通
化
师
范
学
院
学
报
》

２
０
０
１
年
第
22
卷
第
３
期
。

●
施
光
明「
北
魏
盖
吴
起
义
及
其
性
质
初
探
」（《
宁
夏
教
育
学
院
火
川
师
专
学
报
（
社

科
版
）》，
一
九
九
一
．
三
）

以
上
の
三
つ
の
論
文
を
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
六
日
に
入
手
す
る
事
が
で
き
た
。

こ
れ
で
全
て
の
論
文
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（5）
こ
の
よ
う
に
孟
慶
楠
が
論
者
に
紹
介
し
た
論
文
に
つ
い
て
、
先
の
拙
論
「
北
魏
法

難
の
実
態
解
明
に
つ
い
て
」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』第
九
四
輯
二
〇
〇
九
年（
平

成
二
一
年
）
三
月
）「
四　

春
本
説
と
中
国
の
説
」
の
「（
二
） 

中
国
の
説
」
に
於

い
て
、
本
論
考
の
如
く
の
詳
細
な
考
察
を
経
て
い
な
い
為
に
、
本
論
考
と
は
少
し

異
な
る
が
、
既
に
分
類
を
し
た
も
の
が
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
し
。

（6）
現
在
の
と
こ
ろ
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
の
先
に
於
い
て
別
の
資
料
が
存
在
す

る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
本
小
論
は
こ
の
意
味
に
於
い
て
通
過
点
の
小
論
で

あ
る
事
を
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

（7）
論
者
の
こ
れ
ま
で
の
「
北
魏
法
難
の
研
究
に
つ
い
て
」
は
、「
北
魏
の
図
讖
禁
絶

―
―

特
に
太
武
帝
時
に
つ
い
て―

―

」（『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
二
輯
平
成

一
九
年
三
月
）
の
註

（2）
を
参
照
さ
れ
た
し
。
更
に
、
本
文
で
掲
げ
た
三
つ
の
論
考

と
を
併
せ
て
一
書
に
し
て
世
に
問
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
江
湖
の
御
批
判
御
叱

正
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。


